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●市税収入と投資的経費・義務的経費の推移
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゜ 元年 H5 H9 HlO Hl l（予測）

市税収入

長引く景気低迷や減税の影響で、ここ数年、市税収入は減少傾

向にあります。しかし、義務的経費（必要経費）は増加しており、

市財政の硬直化は加速するばかりです。平成10年度の日野市の決

算見込みは、 7億円ほどの歳入不足になります。

これには基金（貯金）を取り崩して対応しますが、平成10年度で

基金も底をついてしまいます。このまま放置すると、平成12年度

から市民サービスにも支障をきたす恐れがあります。広報今号で

は、厳しい市財政の状況をお知らせします。 (2面に関連記事）

今
回
は
市
民
の
皆
様
に
、
と
て
も
っ

ら
く
苦
し
い
こ
と
を
申
し
上
げ
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

H
野
市
財
政
の
厳
し
さ
に
つ
い
て

は
、
こ
の
紙
面
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て

き
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
非
常
事
態
で

す
。平
成
10
年
度
の
決
算
見
込
み
で
は
、

闊
〗
〗
冒
な
り

～這

で
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障

を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
す
で
に
各
般
の
行
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

一
層
の

推
進
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
年
度
の
予
算
組
み
で
は
、

福
祉
・

教
育

・
ま
ち
づ
く
り
に
あ
て
る

事
業
費
を
確
保
す
る
た
め
、

一
番
大
き

な
経
常
経
費
で
あ
る
人
件
費
に
つ
い

て
、
い
よ
い
よ
切
り
込
み
を
始
め
な
く

費経的務義

な
ど
に
厳
し
く
取
り
組
む
こ
と
に
な
り

公
務
員
の
処
遇
は
法
律
で
守
ら
れ
て

り
込
む
対
応
を
迫
ら

職
員
組
合
と
は
根
気

．
 

市
長
は
じ
め
理
事
者

・
職
員
も
、
こ

の
苦
し
い
事
態
を
切
り
抜
け
、
市
財
政

を
立
て
直
す
た
め
精

一
杯
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
市
政

運
営
へ
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
財
政
非
常
事

態
宣
言
と
い
た
し
ま
す
。

費

①
職
員
数
と
給
与
費
の
見
直
し

②
民
間
委
託
の
積
極
推
進

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

具
体
的
に
は
… 日

野
市
長

馬

場

弘

融

呂
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29世紀の日野へ

山積する重要な施策
1．新病院の建設

2．介護保険への対応

3．子育て支援策の推進

4.こみ処理施設とこみゼ□施策

※このほかにも盛りだくさんです。

市
で
は
平
成
8
年
度
に
「
行
財
政
改

革
大
綱
」
を
作
成
し
、
事
務
事
業
の
見

直
し
、
組
織
機
構
の
見
直
し
、
定
員
管

理
の
適
正
化
、
人
事
給
与
の
適
正
化
な

ど
、
内
部
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
、
減
税

の
影
響
を
受
け
、
現
在
の
財
政
状
況
は

か
つ
て
な
い
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

市
税
収
入
は
今
年
度
285億
円
の
見
込

み
で
、
平
成
5
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
で
す
。

義
務
的
経
費
は
今
年
度
230
億
円
で
、

平
成
5
年
度
よ
り
42
億
円
増
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
投
資
的
経
費
は
60
億
円
で
、

平
成
5
年
度
よ
り
16
億
円
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

かんlさり李す！

市の内部努力～重点検討頂目
1．人件費の抑制

定員適正化計画の策定

職務給の導入

各種手当の見直し

2 市立総合病院の経営健全化

3．業務の民間委託

給食業務

電話交換業務

その他各種業務

・
モ
H
字
n主
そ
蘊
~
一

市
税
、
交
付
金
、
競
輪
・

競
艇
事
業
収
入
の
減
収

①
市
税
収
入
は
当
初
予
算
に
比
較
し

て
、
約
11
億
円
の
減
収

②
地
方
消
費
税
交
付
金
、
自
動
車
取
得

税
交
付
金
な
ど
都
か
ら
の
交
付
金
も
、

約
3
偉
円
の
減
収

R
競
輪
・
競
艇
事
業
収
人
に
至
っ
て
は
、

配
分
が
無
く
な
り
ゼ
ロ
に
な
る
見
通
し

で
す
（
表
1
)

0
日
E匹
扉
回
印i
•

義
務
的
経
費
の
増
加

人
件
費
・
扶
助
費
（
生
活
保
護
費
な

の農と

明
る
し

8
野
市
の

ど
）
・
公
債
費
（
借
金
の
返
済
）
な
ど

の
義
務
的
経
費
は
、
年
々
右
肩
上
が
り

に
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
増
え
続
け

ま
す
（
表
2
)
。
人
件
費
の
中
で
も
特

に
退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
当
初
予
算

に
比
較
し
て
3
億
6
千
万
円
と
、
大
幅

な
増
と
な
る
見
通
し
で
す
。

I
目因国り

歳
入
・
歳
出
の
動
向

市
税
収
入
の
減
収
は
、
単
に
今
年
度

の
財
政
運
営
上
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
減
税
に
よ
る
平
成
11
年
度
の
影
響

額
は
19
億
円
程
度
と
な
る
見
込
み
で
、

大
幅
な
財
源
不
足
が
生
じ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
歳
出
で
は
義
務
的
経
費
の
増

加
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
特
に
人

件
費
に
つ
い
て

は
定
年
退
職
者

借
金
は
年
々
増
加
、

貯
金
は
底
を
つ
く

が
年
々
増
え
、
平
成
15
年
度
に
は
37
人、

平
成
19
年
度
に
は
53
人
と
な
り
、
大
輻

な
退
職
手
当
の
増
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

①
今
年
度
末
の
一
般
会
計
と
下
水
道
事

業
特
別
会
計
の
市
債
（
借
金
）
の
残
高

は、

619
億
円
と
な
り
ま
す
。

②
下
水
道
事
業
は
今
後
ま
だ
続
き
ま
す

の
で
、
今
後
も
市
債
（
借
金
）
の
残
高

は
増
え
ま
す

③
基
金
（
貯
金
）

は
各
年
度
の
福
祉
・

教
育
・
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
事
業
の
財

源
不
足
に
充
て
る
た
め
、
年
々
取
り
崩

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
財
政
調
整
某

金
・
公
共
施
設
建
設
基
金
は
、
平
成
11

年
度
末
に
は
底
を
つ
い
て
し
ま
う
見
込

み
で
す
（
表
3
)

,
4
2
-
E
E
-―-＿――-

行
財
政
改
革
を
断
行
！

今
ま
で
の
よ
う
な
「
基
金
依
存
型
の

財
政
運
営
」
を
改
め
、
市
税
等
の
収
人

に
見
合
っ
た
財
政
規
模
に
し
ま
す
。
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
に
向
け
た
効

率
的
な
行
財
政
運
営
が
急
務
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
厳
し
い
内
部

努
力
を
行
い
ま
す
。
職
員
定
数
の
削
減

・
人
事
給
与
の
適
正
化
等
に
よ
る
人
件

費
の
抑
制
や
業
務
の
民
間
委
託
な
ど
、

一
層
の
内
部
努
力
を
す
る
た
め
、
現
在

行
財
政
改
革
大
綱
の
見
直
し
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ー
・
市
民
体
育
大
会
の
結
果

•
-―

第
36
回
市
民
体
育
大
会
の
う
ち
、
終
▽
新
人
女
子
の
部
11
小
林
洋
子

了
し
た
種
目
の
結
果
を
発
表
し
ま
す
。
▽
初
心
者
男
子
の
部
11
渡
辺
正

（
優
勝
者
・
団
体
の
み
。
敬

称

略

）

▽

初

心

者

女

子

の

部
11
内
藤
明
美

▽
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
の
部
11
藤
田
史
彦

【剣道】
10
月
11
日、

301
人
が
参
加
。

▽
小
学
3
年
生
以
下
の
部
11
横
山
耕
大

▽
小
学
4
年
生
の
部
11
遠
藤
雅
貴

▽
小
学
5
年
生
の
部
11
稗
田
裕
樹

▽
小
学
6
年
生
の
部
11
小
林
由
希
子

▽
中
学
生
男
子
の
部
11
新
坂
亮
太

▽
中
学
生
女
子
の
部
11
井
澤
佑
衣
子

▽
男
子
22
歳
以
下
の
部
11
中
村
正
人

▽
女
子
22
歳
以
下
の
部
11

山
田
純
規
子

▽
男
子
23
歳
以
上
39
歳
以
下
の
部
11
細

川
諭

▽
女
子
23
歳
以
上
39
歳
以
下
の
部
11
岡

本
咲
子

▽
男
子
40
歳
以
上
の
部
11
矢
島
純

一

▽
女
子
40
歳
以
上
の
部
11
中
野
由
美
子

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

9
月
15
日
S
1
0
月
1
8
8
、
38
チ
ー
ム

.680
人
が
参
加
。

▽
一
般
男
子
の
部
11
巨
魂
会

▽
一
般
女
子
の
部
11
中
央
大
学
A

▽
家
庭
婦
人
の
部
11
豊
友
ク
ラ
プ

▽
中
学
生
男
子
の
部
11

日
野
一二
中

▽
中
学
生
女
子
の
部
11

日
野
四
中
B

【
硬
式
テ
ニ
ス
】

11
月
1
日
ー
1
5
B
、
520
人
が
参
加
。

▽
一
般
男
子
A
の
部
11
戸
田
慎

一
郎

▽
一
般
男
子
B
の
部
11
片
岡
一
洋

▽
一
般
男
子
C
の
部
11

三
輪
孝

▽
一
般
男
子
D
の
部
11
渡
辺
宏
司

▽
一
般
女
子
A
の
部
11
土
生
美
和

▽
一
般
女
子
B
の
部
11
近
藤
は
る
美

▽
壮
年
の
部
11
吉
村
正

▽
高
校
生
男
子
の
部
11
加
藤
俊
平

▽
高
校
生
女
子
の
部
11
岩
崎
沙
織

▽
中
学
生
男
子
の
部
11
高
島
悠

▽
中
学
生
女
子
の
部
11
与
市
園
麻
衣

▽
小
学
生
男
子
の
部
11

田
村
智
也

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

10
月
2
5
日
ー
1
1
月
2
2
日、

52
チ
ー
ム

.
1
千
23
人
が
参
加
。

▽
中
学
女
子
の
部
11

三
沢
中

▽
一
般
男
子

一
部
11

日
野
ク
ラ
ブ

▽
一
般
男
子
二
部
11
仲
町
ソ
フ
ト

▽
一
般
女
子
リ
ー
グ
戦
11

リ
ト
ル
ウ
イ

ン
グ

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】

5
月
1
6
H
、
24
チ
ー
ム
・
1
7
0
人
が
参

n
u
o
 

ヵ▽
み
か
ほ
会

【
ハ
イ
キ
ン
グ
】

5
月
30
日
・
3
1
日
に
両
神
山
・
城
峰

山
へ
延
べ

69
人
が
参
加
。

【
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
】

9
月
6
日、

28
チ
ー
ム
・

138
人
が
参

n
u
o
 

J
 

ー
▽
混
合
の
部
11
す
い
よ
う
ク
ラ
ブ

B

▽
女
子
の
部
11

レ
デ
ィ
ヨ
ン
ヨ
ン

【
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
】

9
月
1
3
B
、
110
人
が
参
加
。

▽
初
心
者
ダ
ブ
ル
ス
11
及
川
直
道
・
岩

城
忠
雄

▽
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ブ
ル
ス
男
子
11
吉
野
政

一
・
寺
原
宏

▽
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ブ
ル
ス
女
子
11
鈴
木
美

智
代
・
安
田
美
江

▽
ス
ポ
ー
ツ
混
合
ダ
ブ
ル
ス
11
寺
原
宏

•
鈴
木美
智
代

▽
初
心
者
シ
ン
グ
ル
ス
11
及
川
直
道

▽
ス
ポ
ー
ツ
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
11

田
中

鍛▽
ス
ポ
ー
ツ
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
11
鈴
木

美
智
代

【
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
】

9
月
20
日、

21
人
が
参
加
。

▽
一
般
男
子
の
部
11
岩
井
博
忠

▽
一
般
女
子
の
部
11
岩
井
啓
子

▽
新
人
男
子
の
部
11
進
藤
彰
久

▲硬式テニス優勝の方々

＿ 清流は ー・人ひとりの思いやり ◎ 
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藤
本
悠
宇
く
ん
（
ふ
じ
も
と
・
ゆ
う
。

平
成
10
年
2
月
1
日
午
前
0
時
56
分

生
ま
れ
。
父
・
憲

一
さ
ん
、
栂
•
明

子
さ
ん
。
栄
町
在
住
）

何
に
で
も
興
味
津
々
で
、
部
屋
に

あ
る
も
の
は
な
ん
で
も
お
も
ち
ゃ
。

特
に
パ
パ
の
時
計
が
大
の
お
気
に
入

”'？ 牡
ザ
だ

▽
日
程
・
会
場
11
別
表
の
と
お
り
※
対

象
者
は
直
接
会
場
へ

▽
時
間
11
午
後
2
時
ー
2
時
45
分
※
開

始
後
10
分
ー
15
分
が
す
い
て
い
ま
す

▽
対
象
11
生
後
3
カ
月
ー
7
歳
6
カ
月

未
満
（
接
種
当
日
）
で
過
去
2
回
接
種

し
て
い
な
い
お
子
さ
ん

▽
接
種
方
法
1
1
6
週
間
以
上
の
間
隔
を

あ
け
て
、
ワ
ク
チ
ン
を
2
回
飲
む

▽
注
意
11
①
冊
子

『予
防
接
種
と
子
ど

も
の
健
康
』
（
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

内
健
康
課
、
市
役
所
1
階
市
民
相
談
窓

口
、
七
生
支
所
で
配
布
）
を
お
読
み
で

な
い
場
合
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
②
母
子

健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
③
検
温

は
接
種
会
場
で
行
い
ま
す
④
車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
⑤
ひ
の
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
•
平
山
地
区
セ
ン
タ
ー
に

お
越
し
の
方
は
、
ス
リ
ッ
パ
を
ご
用
意

く
だ
さ
い

※
問
い
合
わ
せ
は
健
康
課
へ
。

●
離
乳
食
教
室

▽
日
時
1
1
3
月
9
H因
午
前
10
時
S
l
l

時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
離
乳
食
（
初
期
）
の
進
め
方

の
お
話
と
試
食

▽
対
象
11
生
後
4
S
5
カ
月
児
（
平
成

10
年
10
月
1
日
S
1
1
月
30
日
生
ま
れ
）

と
親

▽
定
員
1
1
2
5
人
（
先
着
順）

※
健
康
課
へ
申
し
込
み
を
。

櫻
井
ち
ょ
ち
ゃ
ん
（
さ
く
ら
い
・
ち

よ
。
平
成
10
年
2
月
1
日
午
後
8
時

18
分
生
ま
れ
。
父
．
勝
俊
さ
ん
、
母

・
省
花
子
さ
ん
。
多
摩
平
在
住
）

の
り
の
佃
煮
が
大
好
き
。
こ
の
前

「
早
く
し
て
！
」
と
い
う
言
葉
を
は

つ
き
り
言
っ

た
の
で
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
歩
く
の
も
好
き
で
す
。

り
。
歯
も
生
え
て
き
て
、
何
で
も
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
ポ
リ
オ
（
小
児
ま
ひ
）

予
防
接
種

▲うがい・手洗いの励行を！

保健・医療

此コ疇
●ポリオ予防接種

い温
ンター

日程表

※2日間設定してある会場の1日目は混雑します。

●
糖
尿
病
予
防
栄
養
教
室

▽
日
時
1
1
3
月
2
日
決
午
後
1
時
30
分

¥
4
時

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
お
話
と
試
食

▽
対
象
11
血
糖
値
が
高
め
の
方
と
家
族

▽
定
員
1
1
2
4
人
（
先
着
順）

※
健
康
課
へ
申
し
込
み
を
。

●
多
胎
児
の
親
子
の
集
い

▽
日
時
1
1
3
月
12
日
②
午
前
10
時
ー
1
1

時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
市
立
と
よ
だ
保
育
園
園
長
の

話
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

▽
対
象
11
多
胎
児
を
育
て
て
い
る
親
と

子
、
ま
た
は
育
て
た
経
験
の
あ
る
方

※
健
康
課
へ
申
し
込
み
を
。
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あ
り
が
と
う

1
月
31
日
の
バ
ザ
ー
に
は
、
た
く
さ

ん
の
方
々
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
収
益
金
は
運
営
資
金
と
し

て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
か
ざ
ぐ
る
ま
の
家
）

市
立
つ
ば
さ
学
園
や
ま
ば
と
学
級

（
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、

在
宅
の
身
体
障
害
者
の
方
が
機
能
訓
練

や
各
種
の
教
室
活
動
を
す
る
際
の
、
補

助
や
介
助
を
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
活
動
内
容
•
H

時
1
1
①
機
能
訓
練
の

手
伝
い
（
第1
•

第
3

水
曜
日
午
前
、

金
曜
8
午
前
）

②
教
室
活
動
で
の
利
用

者
の
補
助
（
水
曜
日
午
後
、
第2•

第

4
金
曜
日
午
前
）
③
視
覚
障
害
者
の
つ

ど
い
で
の
介
助
（
第
3
金
曜
日
）

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
の
手
続
き
11
同

学
園
（
旭
が
丘
2
の
42)
窓
口
で
指
定

の
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
料
の
半
額

(250
円
）
を
お
支
払

い
く
だ
さ
い

詳
し
く
は
、
つ
ば
さ
学
園
や
ま
ば
と

学
級

(
6
5
8
2
.
3
4
0
0
)

へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

2月後期休日診療医
診療時間：午前 9時～正午

午後 1時～ 5時

R 旭が丘耳鼻咽喉科（耳科） 小林医院（児・内科）
旭が丘1-7-3グローリー旭が丘1階 豊田4-34-4で581-0433； 

° 長谷クリニック（内・児・消科） 鈴木耳鼻咽喉科（耳科）
多靡平1-10-4清水第1ピル2偕ft584-61l 6 高幡328森久保医療ピ）[16593-8733

n - m•n-
R潤徳1J1

B ! 
二

●休日準夜診療所

診療日

診療時間
診療科目

一

2月20日（土）・21日（日）・27日（土）・28日（日）

午後 7時 30分～ 10時 30分

内科・小児科

日野本町 1-7-2
生活・保健センター分室

ff584-1661 

●救急病院2月後期宿日直予定表

I云＼OHI)pn/／

IU6l~e 

品―内

科

晶―外

科

7
加

一

耳

鼻

咽

喉

科

（
 

ー

品＿外

科

品一眼

科

●休日歯科応急診療所

診療日 2月21日（日）・28日（日）

診療時間

場

岱
（
夜
）
児
・
内
・
外
科

（

午

後

）

外

科

（
午
前
）
児
・
内
・
整
形
外
科

外

科

内

科

内

科
内

科

内

科

内
・
外
科

午前 9時～正午、午後 1時～ 5時

（受け付けは午後 4時まで）

高幡 308-l福祉支援センター内
云・証594-21 l l 

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に
日野消防署 (ff58l-011 9)へお問い合わせを。

品一内

科

‘,‘、
3
火

一

整

形

外

科

＼ヽ
2
、 畠―眼

科

忌一外

科

畠一内

科

2
7
9
 （
午
後
・
夜
）
泌
尿
器
科

（

午

前

）

児

・

外

科

外

科

内

科

内

科

内

科

内

科

内
・
外
科

ピ
ン
ヘ
ッ
ト
山

明
治
21
年
(
1
8
8
8
)
に
始
ま
る
甲

武
鉄
道
の
敷
設
は
、

H
野
爛
瓦
工
場
の

設
立
や
山
ロ
ビ
ー
ル
の
製
造
な
ど
日
野

市
域
に
西
欧
の
文
物
を
も
た
ら
す
と
と

も
に
、
こ
の
辺
り
で
は
珍
し
い
カ
タ
カ

ナ
の
名
前
を
持
つ
山
を
誕
生
さ
せ
た
。

甲
武
鉄
道
開
通
後
、
南
平
の
小
高
い

山
に
「
ピ
ン
ヘ
ッ
ト
」
と
い
う
大
き
な

看
板
が
立
て
ら
れ
人
々
を
驚
か
せ
た
。

「
ピ
ン
ヘ
ッ
ト
」
と
は
、
タ
バ
コ
王
と

呼
ば
れ
た
村
井
吉
兵
衛
の
作
っ
た
村
井

兄
弟
商
会
が
売
り
出
し
た
タ
バ
コ
の
商

品
名
で
あ
る
。

S̀ 

、
-

―
―
―
“
~
•
―
―
―

-
-9

-＝-
-9

-＿
＿
＿
』
'

_
-
l
-
“
▼
.
_-
ー-
a
,
＿
―
―
-
9
.
-―
―
―
し9-
＿
―
―
し
’
』
-
―
―
―

`
r
-
＿
―
し9
-
―
-
ー
-9

-―
-
＿
し
9
-
―
―
-
』
'
―
-
ー
-
し
▼

．
―
―
—
ー
し9
-
―
—
ー
し9-
_ー-a
~
•
-
I
t

—し
9
-―
—
ー
し
9
-
―
――し
9
-＝-d
r
-
―
—_-►

勿

ヽ

＾

身

体

を

い

や

し

な

が

ら

将

来

の

方

針

-

に
つ
い
て
の
自
己
決
定
を
援
助
す
る

i

i

「
女
性
シ
ェ
ル
タ
ー
」

＾
 

i

夫
や
同
居
の
男
性
か
ら
暴
力
を
受
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
シ
ェ
ル
タ
ー
の
～

-

け

た

女

性

の

た

め

の

、

緊

急

存

在

は

、

親

密

な

関

係

で

生

-

i
一
時
避
難
所
を
意
味
し
ま

J▼♦
▲
じ
て
も
、
女
性
は
暴
力
に
~

1

す
。
暴
力
に
あ
っ
た
女

牲

猛

●

耐
え
る
必
要
は
な
い
と
-》

ラ

▼

ぃ

う

社

会

の

メ

ッ

セ

叩

▲
 

1

性
は
通
常
「
ホ
ッ
ト

名

苔

｀

ー
ジ
で
あ
り
、
も
し
も

i

1

ラ
イ
ン
」
と
呼
ば
れ
る

血
緊
急
相
談
を
通
じ
て
シ
ェ
▼♦
▲
暴
力
を
振
る
う
男
性
が
い
》

＾
 

ェ

れ

ば

、

地

域

の

女

性

を

守

る

-

＾
 

叫
ル
タ
ー
に
入
り
ま
す
。
シ

＾
 

i

ル
タ
ー
の
機
能
は
、

暴
力
と
い
う
極
と
い
う
意
志
を
表
明
す
る
も
の
で
す
。
一

i

限
の
緊
急
状
態
か
ら
逃
れ
て
き
た
女
社
会
的
認
識
と
十
分
な
対
応
が
望
ま

tマ》

{
性
に
安
全
な
場
所
を
提
供
し
、
心
と
れ
て
い
ま
す
。
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繹
曲
悶
～
と
民
OO
⑭

村
井
は
明
治
26
年
に
タ
バ
コ
の
製

法
を
学
ぶ
た
め
に
渡
米
。
帰
国
後
ア

メ
リ
カ
ン
・
タ
バ
コ
・
ト
ラ
ス
ト
の

板内
主
力
商
品
「
ピ
ン
ヘ
ッ
ト
」
の
輸
入
・

案ス
販
売
を
始
め
、
村
井
兄
弟
商
会
を
設

コ
立
し
て
か
ら
は
「
ピ
ン
ヘ
ッ
ト
」
製

グン
造
の
権
利
を
得
て
売
り
出
し
た
の
で

キげ
ぁ
っ
た
。

印

『

七

生

村

史
』
（
昭
和
38
年
発
行
）

を
ひ
も
と
く
と
、
「
明
治
20
年
代
村
井

猿野っ
兄
弟
商
会
の
売
出
し
た
巻
煙
草
『
ピ

た

ン
ヘ
ッ
ト
」
の
広
告
を
南
平
南
方
の

ぁこ饂
岡
の
中
腹
に
立
て
た
。
横
に
大
き
な

白
ペ
ン
キ
塗
り
の

5
文
字
。
遠
く
多

山平頃
摩
川
、
立
川
辺
り
か
ら
も
見
ら
れ
る
。

年
そ
れ
で
ピ
ン
ヘ
ッ
ト
山
の
名
が
生
ま

6
 

3
 

和
れ
た
」
と
あ
り
「
ピ
ン
ヘ
ッ
ト
」
の

5

▲
文
字
は
開
通
し
た
甲
武
鉄
道
の
車
窓

昭
か
ら
も
よ
く
見
え
、
乗
客
を
目
当
て
に

立
て
ら
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
看

板
は
タ
バ
コ
の
専
売
制
（
明
治
37
年
）
と

と
も
に
な
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

看
板
の
立
て
ら
れ
た
山
は
「
ピ
ン
ヘ
ッ

ト
山
」
と
い
う
名
が
定
着
し
た
。

昭
和
30
年
代
ご
ろ
ま
で
の
観
光
案
内

や
京
王
線
の
沿
線
案
内
を
見
る
と
、
高

幡
不
動
か
ら
八
王
子
の
野
猿
峠
に
至
る

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
は
、
い
ず
れ
も

「
ピ
ン
ヘ
ッ
ト
山
」
が
描
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
昭
和
40
年
代
に
入
り
多
摩

丘
陵
の
宅
地
開
発
が
進
む
と
、
山
の
形

は
失
わ
れ
、
山
の
名
も
人
々
の
記
憶
か

ら
煙
の
よ
う
に
消
え
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

（
ふ
る
さ
と
博
物
館
）

R 健康でいきいきとしたまちに 一



市役所代表電話

TEL.042-585-1111 広報こ鯵0 第 961号

●出張徴収（相談）日程表

日程 会 場

2月24日
（水） 市役所

25日 5階503会議室

（木）

26日七生公会堂
（金） 1階フロア

(

5

月
か
ら
多
摩
療
護
園
で
ス
タ
—
卜

）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
利
川
者
を
募
集

多
摩
療
護
園
の
移
転
・
改
築
に
伴
い
、
者
6
人
程
度
）
②
入
浴
サ
ー
ビ
ス

(
2

5
月
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
週
間
に

1
回
の
利
用
、
水
曜
日
の
み
）

す
。
身
体
の
機
能
を
維
持
・
回
復
し
、
…
男
女
各
4
人
※
い
ず
れ
も
定
員
は
年

各
種
の
活
動
を
通
じ
て
、
よ
り
充
実
し
度
ご
と
に
更
新
。
送
迎
あ
り

た
生
活
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

▽

対

象

1
1
1
5
歳
以
上
65
歳
未
満
の
在
宅

▽
場
所
11
多
摩
療
護
園
（
程
久
保
872
の
の
身
体
障
害
者
（
肢
体
不
自
由
者
で
身

の
回
り
の
介
助
が
必
要
な
方
）

▽
内
容

・
定
員

11
①
基
本
事
業
（
機
能
▽
応
募
期
限

1
1
2
月
26
日
②
※
申
請
後

訓
練
、
創
作
的
活
動
等
、
週
2
回
か
3

に
面
接
し
、
本
人
の
状
況
に
よ
り
決
定

回
の
利
用
）
…
16
人
（
う
ち
重
度
重
複
▽
問
合
せ
先
11
障
害
福
祉
課

市
で
は
、
平
日
の
昼
間
に
金
融
機

関
の
窓
口
へ
行
く
こ
と
の
で
き
な
い

方
の
た
め
に
、
納
税
相
談
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

1
1
2
月
16
日
(
.
2
3
日
（
午

後
5
時
ー
7
時、

20
日
山
午
前
8
時

30
分
＼
午
後
5
時

▽
場
所

11
市
役
所
1
階
納
税
課

▽
内
容
11
市
・
都
民
税
、
法
人
市
民

税
、
固
定
資
産
税
．
都
市
計
画
税
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の

分
納
な
ど
の
納
税
相
談
と
収
納

▽
問
合
せ
先

11
納
税
課

入
学
通
知
書
を
送
リ
ま
し
た

ま鸞支乱て盗喜ゎ、鷹翡は‘八
たおは掛未しぇす収の平

王 ．．． 
‘知 ‘ け 納 て なかを国成

当ら前く分納くな 行民， 子"|国

且tど誓鸞誓合贔 i‘悶『［張塁
贋手記：含戸鸞汀屡い徴金
年マ会未はももた別料＼事

貪 畠悶塁:青唸塁盃閾喜収昌
度 事が会 まま年照分 10とと 距斗

[>時間＝午前 10時～午後 4時仕 ―. 
の 務あ場すす金言の年市

所るへの゜が 出 3で朴1• 
吠 未

／ 所▽しし
市＾問込て

、組記K納
保云 合み の
険 0 せは相各

な窓分
年 4 先不談種
金 2 11 要窓届

nの

景り全；閏闊 を
金 26子マ開
係・社 設

3 人
ぢ 尻開

5 保土｛去圭
1険すと

な、＂又

冒¢記：一

今
年
4
月
に
市
立
小
・
中
学
校
へ
人

学
す
る
お
子
さ
ん
に
入
学
通
知
書
を
送

り
ま
し
た
。
ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
や

学
校
に
関
す
る
ご
相
談
が
あ
る
方
、
今

年
4
月
末
ま
で
に
転
校
ま
た
は
国
立

・

私
立
小
・
中
学
校
へ
進
学
を
予
定
し
て

い
る
児
童
•
生
徒
の
保
護
者
の
方
は
、

学
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
11
小
学
校
…
平
成
4
年
4
月
2

日
S
平
成
5
年
4
月
1
日
生
ま
れ
／
中

学
校
…
昭
和
61
年
4
月
2
日
S
昭
和
62

年
4
月
1
日
生
ま
れ

▽
問
合
せ
先

11
学
務
課

鵬

2
月

1
6
H
.
2
0
H
•
2
3
H

に

18
歳
未
満
(18
歳
に
な
っ
た
年
度
の
年

度
末
ま
で
を
含
む
）
の
お
子
さ
ん
を

3
人
以
上
養
育
し
て
い
る
方
へ

●
紹
介
し
ま
す

人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
民
の
基
本
的

人
権
を
守
り
、
自
由
人
権
思
想
の
啓
発

や
人
権
擁
護
運
動
の
推
進
に
努
め
て
い

ま
す
。
今
回
、
次
の
方
が
法
務
大
臣
か

ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
紹
介
し
ま
す
。
委
員
の
任
期
は

3
年
で
す
。

な
お
、
市
で
は
、
毎
月
第2
•

第
4

木
曜
日
午
後
1
時
30
分
S
4
時
に
市
役

所
1
階
市
民
相
談
室
で
、
人
権
身
の
上

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

第
3
子
以
降
の
子
の
年
齢
が

3
歳
以

＊
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

◎
平
清
太
郎
：
新
井
863
の
6
4
6
5
9
1
.
2

上
7
歳
未
満
の
方
に
、
児
童
1
人
に
つ

3
1
5

き
1
万
円
の
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
る

◎
千
葉
憲
雄
・
・
南
平
9
の
24
の
5
6
5
9
2

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

•
2
6
1

4

対
象
と
な
る
方
が
2

月

2
6日
鉗
ま
で

◎
中
村
順
子
：
神
明
4
の
14
の
8
6
5
8
4

に
申
請
す
る
と
、

1
0
月
分
に
さ
か
の
ぽ

•
8
4
5
9

っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
片
岡
千
壽
子
…
平
山
3
の
21
の
1
0
6

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
所
得

制
限
、
必
要
書
類
な

ど

詳

し

く

は

お

問

区

投

g
又

9
.
4
1
7
3
 

▽
問
合
せ
先
11
市
長
公
室
市
民
相
談
担
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

声示

28
反

l

、,＇反
l

当

（空

5
8
5
.
2
0
0
0
)

▽
問
合
せ
先

11
児
童
福
祉
課
児
童
係

叩

｛

第

票

第

票

屈
号
罰
ム
＝

i
}

叫
'
J
u
?
＂」三叫
4

号
娑
＿
芯

L

i

＿悶
4
-

忍
し
ー
ニ
州
ご
与
似
一月

IL9笙
忍
と
弓
％

一
市
が
職
員
を
募
集
―
ロ
ロ

□□戸ぃ±`
□□

[
い

7
3
[
4
[
1
1
中
央
図
書
館

(6581.

●
平
成
11
年

度

採

用

日

野

市

職

員

（

見

込

み

）
証
明
書

●
市
立
総
合
病
院
職
員

▽
職
種
・
受
験
資
格

11
別

表

の

と

お

り

▽

第

1
次
試
験

1
1
2
月
28
日

①

▽

職

種

・

受

験

資

格

11
薬
剤
師
は
昭
和

▽
応
募
方
法

1
1
2
月
22
日
①
S
2
4
日
因

49
年
4
月
2

H
以
降
生
ま
れ
、
助
産
婦
、

午
前
9
時
S
正
午
、
午
後
1
時
S
4
時
看
設
婦
（
士
）
は
昭
和
46
年

4
月
2

H

に
市
役
所
4
階
職
員
課
へ
持
参
※
郵
送
以
降
生
ま
れ
で
、
い
ず
れ
も
有
資
格
者

・

代

理

の

申

し

込

み

不

可

ま

た

は

取

得

見

込

み

の

方

▽
問
合
せ
先

11
職
員
課

▽

募

集

人

数

11
薬
剤
師
は

1
人
、
助
産

●

図

書

館

嘱

託

・

臨

時

職

員

婦

、

看
護
婦
（
士
）

は
若
干
人

▽
勤
務
期
間

11
4
月
S
来
年
3
月
3
1
8

▽
提
出
書
類

11
①
所
定
の
試
験
申
込
書

※
勤
務
日
時
は
図
書
館
に
よ
り
異
な
り
（
市
役
所
4
階
職
貝
課
、
市
立
総
合
病

ま

す

院

で

配

布

中

）

②
最
終
学
歴
の
卒
業
（
見

▽
勤
務
場
所
11
市
内
の
図
書
館

込

み

）

証

明

書
と
成
績
証
明
書
③
資
格

▽
勤
務
内
容

11
図
書
の
貸
し
出
し
・
返
証
明
書

（
写
し
）
※
取
得
見
込
み
の
方

却

と

整

理

な

ど

の

補

助

を

除

く

▽
対
象
1155
歳
未
満
の
健
康

で

図

書

館

▽

試

験

11
薬
剤
師
は
2
月
25
日
困
、
助

に

関

心

の

あ

る

方

産

婦

、

看
設
婦

（
士
）
は
2
6
8
②
の
午

▽
募
集
人
数
11
若

干

人

前

9
時
か
ら
市
立
総
合
病
院
で

▽
賃
金

11
時
給
870
円
か
ら
（
交
通
費

実

▽

応

募

方

法

1
1
2
月
2
2
H
叩
ま
で
の
午

費
支
給

）

前

8
時
30
分
S
午
後
5
時
に
市
立
総
合

▽
応
募
方
法

1
1
2
月
19
日

②

ま

で

に

履

病

院

(
〒
191ー

0
0
6
2
多
摩
平
6
の

歴
書
（
写
真
添
付
）
を
中
央
図
書
館
(
〒

1
の
1
)
へ
持
参

91ー

0
0
5
3
豊
田
2
の
49)

へ

持

参

▽

問

合

せ

先

11
市
立
総
合
病
院

(6581

か

郵

送

・

2
6
7
7
)

▽募集人数11いずれも若干人

▽提出書類11①所定の試験申込書

（市役所4階職貝課、七生支所、

豊田駅連絡所で配布）②最終学歴

募集職種
受 験 資 格

年 齢 資 格

保母 昭和49年4月
保母は（保平育成士1）資年得格見3込月を取得、

（保育士） 2日以た方降に生 また 1 31日
まれ （水）までに取 みの方

昭和47年4月高等学校をすでに卒業、ま
労務職 2日以た方降に生 たは平成11年3月31日（水）

まれ までに卒業見込みの方

●募集職種と受験資格

※外国籍の方も受験できます

開
発
途
上
国
援
助
で
住
民
参
加
を
実
践

平
成
8
年
か
ら
2
年
間
、
イ
ま
ち
を
自
分
で
つ
く
る
こ
と
の
大
切
さ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
を
実
感
し
た
そ
う
で
す
。

で
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
市
長
は
、
「
住
民
の
自
発
的
協
力
が
大

て
山
地
の
集
落
の
生
活
用
水
を
切
で
す
ね
。
あ
な
た
の
よ
う
に
、
世
界

確
保
す
る
活
動
を
し
て
き
た
溝
で
活
躍
し
て
い
る
市
民
を
も
っ
と
紹
介

江
恵
子
さ
ん
（
三
沢
在
住
）
が
、
し
た
い
で
す
」
と
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

1
月
13
日
、
帰
国
報
告
の
た
め

市
長
を
訪
れ
ま
し
た
。

溝
江
さ
ん
は
、
住
民
が
自
分

た
ち
で
必
要
な
も
の
を
作
り
出

せ
る
よ
う
に
、
住
民
中
心
に
話

し
合
い
を
重
ね
、
計
画
づ
く
り

か
ら
実
行
ま
で
を
指
導
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
「
日
本
で

自
分
自
身
、
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
し
て
い
た
か
な
と
反
省
し
ま

し
た
」
と
溝
江
さ
ん
。
自
分
の

●新設の投票区

区 域

下田の一部、万願寺の
一部、新井の一部、石田
の一部、

南平（旧番地）の一部、
南平一丁目、程久保
（旧番地）の一部、三沢
四丁目の一部

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
投
票
所
が

近
く
な
る
よ
う
に
投
票
区
を
新
設
し
ま

す
。
新
し
い
投
票
区
は、

今
年
4
月
11

日
①
執
行
予
定
の
東
京
都
知
事
選
挙
か

ら
適
用
す
る
予
定
で
す
。

対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、

2
月
20
日

田
ご
ろ
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

▽
新
設
の
投票
区
•
投票
所
・
区
域
I
I

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

償
却
資
産
の
申
告

市
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
は
、

1
月
1
日
現
在
に
所
有
し
て
い
る
償
却

資
産
に
つ
い
て
2
月
1
日
ま
で
に
申
告

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
申
告
期

限
は
す
で
に
過
ぎ
て
い
ま
す
。
ま
だ
申

告
し
て
い
な
い
方
は
、
す
ぐ
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

篇

合

せ

先

11
資
産
税
課
家
屋
償
却
資

産
係乙

い恥飩
{iB定OU会

日
野
市
教
育
委
員
会
第
12
回
定
例
会

は、

3
月
1
日
①
午
後
2
時
か
ら
市
役

所
5
階
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▽
問
合
せ
先
11
教
育
委
員
会
庶
務
課

・知
9)
：

▽
18
日
11
市
政
経
営
懇
談
会
（
庁
内
会

議
室
）

に
出
席
▽

19
日
11
東
京
都
電
気

工
事
工
業
組
合
新
春
祝
賀
会
（
多
摩

市
）
、
日
野
消
防
関
係
四
団
体
合
同
賀
詞

交
歓
会
（
市
内
）
、
日
野
青
年
会
議
所

ぁ

し
さ
つ

賀
詞
交
歓
会
（
市
内
）
に
挨
拶
▽

21
日

11
東
京
都
四
市
競
艇
事
業
組
合
理
事
会

2/15 

市＿

保
健
福
祉
計
画

日

介
護
保
険
事
業
計
画

野2
4
H
に
作
成
委
員
会

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、

事
前
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

1
1
2
月
24
日
①
午
前
2
時
＼
4

時▽
会
場
11
市
役
所
5
階
505
会
議
室

▽
定
員
1
1
1
0
人
程
度

▽
申
込
み
先

11
介
護
保
険
準
備
室

2
投
票
区
を
新
設

一
部
地
域
で
投
票
所
が
近
く
な
り
ま
す

別
表
の
と
お
り

▽
問
合
せ
先
11
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局

▲現地での溝江さん（左端）

（
東
京
自
治
会
館
）

に
出
席
、
清
掃
従

事
者
褒
賞
式
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
、

B
野
青
色
申
告
会
賀
詞
交
歓
会
（
多
摩

市
）
に
挨
拶
▽
22
日
11
建
設
省
へ
の
要

請
行
動
、
平
山
台
工
業
連
合
会
（
七
日

会
）
賀
詞
交
歓
会
、
市

p
協
新
年
交
流

会
、
東
京
都
自
動
車
整
備
商
工
会
日
野

支
部
賀
詞
交
歓
会
（
市
内
）
に
挨
拶
▽

23
日
11
市
民
自
治
学
園
修
了
式
（
庁
内

会
議
室
）
に
挨
拶
、
保
育
ま
つ
り
（
市

民
会
館
）
を
参
観
、
日
野
市
ス
ポ
ー
ツ

ダ
ン
ス
連
盟
新
春
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

（
市
内
）
に
挨
拶
▽
24
日
11
日
野
市
国

際
交
流
協
会
パ
ー
テ
ィ
ー
（
生
活
・
保

健
セ
ン
タ
ー
）
に
挨
拶
▽

2
5
8
1
1
東
京

都
公
平
委
員
会
関
係
団
体
協
議
会
、
東

京
都
市
長
会
議
、
東
京
都
三
多
摩
地
域

廃
棄
物
広
域
処
分
組
合
理
事
会、

三
多

摩
地
区
消
防
運
営
協
議
会
部
会
（
い
ず

れ
も
東
京
自
治
会
館
）
に
出
席
▽
26
日

11
日
野
市
商
工
会
建
設
業
部
会
新
年
会

（
市
内
）
に
挨
拶
▽

29
日
11
日
野
市
消

費
者
運
動
連
絡
会
懇
談
会
（
生
活

・
保

健
セ
ン
タ
ー
）
、
南
多
摩
斎
場
組
合
定

例
議
会
（
町
田
市
）
に
出
席

▽
30
日
11

日
野
市
公
共
住
宅
自
治
協
議
会
と
話
し

合
い
（
庁
内
会
議
室
）
、
教
育
行
政
懇

談
会
（
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）
、
東

京
都
消
防
協
会
南
多
摩
支
部
消
防
団
幹

部
研
修
会
懇
親
会
（
庁
内
）
に
挨
拶
▽

31
日
11
市
長
と
話
そ
う
小
学
生
対
話
集

会
（
庁
内
会
議
室
）
を
開
催

ご
―
~
l
-
l
-
I

一 支えあい助けあうまち H野のまち ゜
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①
平
成
11
年
1
月
1
日
現
在
、
日
野
市

に
住
ん
で
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

①
公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
で
所
得
税

の
確
定
申
告
を
必
要
と
し
な
い
方

※
65
歳
以
上
（
昭
和
9
年
1
月
1
日
以

前
の
生
ま
れ
）
の
場
合
…
年
金
の
総
受

給
額
が
228
万
円
以
下
／
65
歳
未
満
の
場

合
…
年
金
の
総
受
給
額
が
108
万
円
以
下

②
営
業
・
農
業
・
そ
の
他
の
事
業
所
得
、

不
動
産
所
得
が
あ
る
が
、
所
得
税
の
確

定
申
告
を
必
要
と
し
な
い
方

③
勤
務
先
等
が
市
に
給
与
支
払
報
告
書

を
提
出
し
て
い
な
い
方

④
給
与
所
得
を
2
カ
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
が
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
必

要
と
し
な
い
方

⑤
給
与
以
外
の
所
得
が

20
万
円
を
超
え

な
い
方

⑥
所
得
が
な
い
（
ま
た
は
少
額
で
あ
る
）

が
、
年
末
調
整
・
所
得
の
申
告
で
同
居

の
方
の
被
扶
養
者
に
な
っ
て
い
な
い
方

※
特
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

●
市
・
都
民
税
の

申
告
が
必
要
な
方

る
方

⑦
他
の
市
区
町
村
に
住
ん
で
い
る
方
の

被
扶
養
者
に
な
っ
て
い
る
方
※

一
人
住

ま
い
の
学
生
•
お
年
寄
り
な
ど

②
日
野
市
に
住
ん
で
い
な
い
が
、
平
成

11
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
家
屋
敷

・
事
業
所
・
事
務
所
を
所
有
し
て
い
る

方
※
単
身
赴
任
中
の
方
な
ど

①
市
・
都
民
税
申
告
書
（
申
告
書
が
送

ら
れ
て
い
る
方
は
そ
の
用
紙
を
）

私
は
、
市
外
に
単

身
赴
任
し
て
い
る
夫

に
扶
養
さ
れ
て
い
る

妻
で
す
。
収
入
が
な

い
の
で
、
申
告
す
る

必
要
は
な
い
と
思
う
の
で
す
が
？

A

収
入
が
な
く
て
も
、
次
の
方
は
申

告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
ど
な
た
か
に
扶
養
さ
れ
て
い
て
も
、

そ
の
扶
養
者
と
同
居
し
て
い
な
い
方
。

例
え
ば
、
単
身
赴
任
中
の
夫
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
妻
、

一
人
暮
ら
し
の
学
生

•
お
年
寄
り
な
ど。

※
こ
れ
ら
の
方
は
、
市
で
は
扶
養
関
係

の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、
申
告
が
な

い
と
非
課
税
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

②
平
成
10
年
中
の
所
得
（
収
入
）
に
関

す
る
書
類

①
給
与
所
得
の
方
は
、
源
泉
徴
収
票
か

給
与
明
細
書

②
年
金
所
得
の
方
は
、
年
金
の
源
泉
徴

収
票

③
給
与
・
年
金
以
外
の
所
得
の
あ
る
方

は
、
収
入
金
額
や
必
要
経
費
の
算
定
基

礎
と
な
る
帳
簿
や
領
収
書

③
平
成
10
年
中
の
控
除
に
関
す
る
書
類

①
生
命
保
険
料
・
個
人
年
金
保
険
料
・

損
害
保
険
料
を
支
払
っ
た
方
は
、
そ
の

支
払
証
明
書

②
国
民
健
康
保
険
•
国
民
年
金
な
ど
の

社
会
保
険
料
を
支
払
っ
た
方
は
、
そ
の

領
収
書
な
ど

③
そ
の
ほ
か
控
除
に
必
要
な
書
類

④
印
鑑
（
認
め
印
で
可
）

●
申
告
書
の
配
布

市
・
都
民
税
申
告
書
は
、
市
役
所
1

階
市
民
税
課
、
七
生
支
所
、
豊
田
駅
連

絡
所
に
あ
り
ま
す
（
表
1
参
照
）
。

な
お
、
申
告
書
が
必
要
な
方
は
郵
送

し
ま
す
の
で
、
市
民
税
課
に
ご
連
絡
＜

だ
さ
い
。C

 
私
は
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
す
が
申
告
書
が

送
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
申
告
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
か
？

A

勤
務
先
が
市
に
給
与
支
払
報
告
書

を
提
出
し
て
い
る
場
合
に
は
、
申
告
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
前
年
、

2
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
た

方
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
（
転
職
し
た
方
で
、
前

職
分
を
含
め
て
年
末
調
整
さ
れ
て
い
る

方
を
除
く
）
。

※
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
確
定
申
告
す
る
方

は
、
確
定
申
告
書
1
面
左
下
す
み
の
「
給

市・都民税の申告と所得税の確定

申告の受付期間は、 2月16日（火）～
3月15日（月）（土曜・日曜日を除く）

です。例年、申告期限が近づくと窓

口が大変混雑します。申告は早めに

お済ませください。

●
申
告
相
談
・
提
出
先

市
・
都
民
税
の
申
告
相
談
・
申
告
書

の
提
出
先
は
、
表
2
の
と
お
り
で
す
。

七
生
支
所
、
豊
田
駅
連
絡
所
で
も
、
記

入
済
み
の
市
・
都
民
税
申
告
書
の
提
出

は
で
き
ま
す
が
、
税
専
門
の
職
員
が
い

な
い
た
め
、
申
告
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
申
告
書
は
、
郵
送

で
も
提
出
で
き
ま
す
。

▽
郵
送
先

11
日
野
市
役
所
市
民
税
課

(〒

191ー

8
6
8
6
住
所
不
要
）

与
所
得
以
外
の
住
民
税
の
徴
収
方
法
の

選
択
」
欄
（
表
3
参
照
）
を
忘
れ
ず
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。私

は
昨
年
10
月
に

退
職
し
、
現
在
無
職

で
す
。
申
告
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
か
？

A

現
在
無
職
で
も
、
昨
年
収
入
が
あ

っ
た
場
合
に
は
申
告
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
年
の
途
中
で
退
職
し

た
場
合
に
は
、
年
末
調
整
が
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。
給
与
か
ら
天
引
き
さ

れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

市
民
税
課

6
内
線

115ー

118

c住民税・事業税に関する事項

住配当に関する 円

住民税の特例
非居住者の特例

民
税給与所得以外の住民税の徴収方法の選択…•••特

事業用資産の 円非謀税所得・旧非課
譲渡損失など 税事業の所得など

平成 10 年 損益通算の特例適

開（廃）業月日
月日

用前の不動産所得

＊「特別徴収」の文字を0の場合…給与以外の所得に対する市・

都民税を給与から差し引きます。

＊「普通徴収」の文字を0の場合…給与以外の所得に対する市・

都民税を給与から差し引かないで自分で納付してください。

（表 3)
I 

円

●
申
告
に
必
要
な
も
の

事

業

税

円

①
事
業
所
得
・
不
動
産
所
得
・
譲
渡
所

得
な
ど
の
合
計
額
が
各
種
所
得
控
除
の

合
計
額
を
超
え
る
方

②
給
与
所
得
の
あ
る
方
で
、
給
与
の
収

入
金
額
が
2
千
万
円
を
超
え
る
方
、
給

与
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
を

超
え
る
方
及
び
2
カ
所
以
上
か
ら
給
与

を
受
け
て
い
る
方

●
所
得
税
の

確
定
申
告
が
必
要
な
方

ーロ‘確B
野

s 

受
付
期
間
は
…
2
月

16"ー

3
月

15"
（表 1)税の申告書の配布・提出場所

市・都民税申告書 確定申告書

配布提出配布提出

0 I O I 0 
注 1 贔
0 I O I x 

注 3 注 4
X I 0 ゜日野税務署

注 1 表 2のとおり受け付けをします。
注2 市民税課では、完全記入済みの確定申告書を預かり、

日野税務署へ送ります（内容については、日野税務署
にこ相談ください）。

注3 七生支所、豊田駅連絡所では、完全記入済みの市・
都民税申告書を預かり、市民税課へ送ります（内容につ
いては、市民税課にこ相談ください）。

注 4 七生支所、豊田駅連絡所にある確定申告書は、一般
用、還付用のみです（その他の確定申告書は、直接、日
野税務署からお取り寄せください）。

（表 2)市・都民税の申告相談・受付日程
日程 会場 時間

市役所本庁舎 1階午前 9時～11時
101会議室（食堂横） 午後 1時～ 4時

ベ，＇ど 七生公会堂 2階※土曜・日曜日

戸立］；冒～と5日八木）： 注 1 を除く

注 1 今年は、東京南農協七生支店から七生公会堂に変更
になりましたので、こ注意ください。七生公会堂は駐
車場が狭いため、車での来場はこ遠慮ください。

X 

゜

①
同
族
会
社
の
役
員
な
ど
で
、
会
社
か

ら
給
与
の
ほ
か
に
貸
付
金
の
利
子
、
店

舗
・
工
場
な
ど
の
賃
貸
料
の
支
払
い
を

受
け
て
い
る
方

●
こ
注
意
を

①
申
告
書
や
納
付
書
が
送
ら
れ
て
い
る

方
は
、
必
ず
そ
の
用
紙
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い

②
営
業
・
農
業
・
そ
の
他
の
事
業
所
得
、

不
動
産
所
得
の
あ
る
方
は
、
必
ず
決
算

書
や
収
支
内
訳
書
を
申
告
書
に
添
付
し

て
く
だ
さ
い

①
申
告
書
の
「
控
」
も
必
ず
ボ
ー
ル
ペ

ン
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い

④
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
間
違
っ

た
申
告
を
し
た
場
合
は
、
後
で
税
金
の

不
足
分
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞

税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
確

定
申
告
書
は
、
自
分
で
正
し
く
記
入
し

て
く
だ
さ
い

⑤
平
成
10
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

に
お
い
て
は
、
特
別
減
税
（
本
人
3
万

8
千
円
・
控
除
配
偶
者
及
び
扶
養
親
族

1
人
1
万
9
千
円
）
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
控
除
も
れ
や
計
算
誤
り
が

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い

＿加
屯

る
決
算
及
び
確
定
申
告
の
無
料
相
談
会

（
譲
渡
所
得
を
除
く
）
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時

1
1
2
月
1
6
8因
S
2
2
日
①、

3

月
4
H因
S
1
0
日
因
午
前
9
時
S
正
午

と
午
後
1
時
ー
4
時
※
土
曜
・
日
曜
日

を
除
く
。
受
付
は
午
後
3
時
45
分
ま
で

▽
会
場

11
日
野
市
商
工
会
館
会
議
室

▽
持
ち
物

11
①
前
年
の
決
算
書

・
申
告

書
控
②
帳
簿
類
③
年
金

・
保
険
等
の
納

付
書
類
等
④
印
鑑
⑤
税
務
署
か
ら
届
い

た
書
類
等

▽
問
合
せ
先

11
日
野
市
商
工
会

(
6
5
8
1

.
3
6
6
6
)
 

雨
京
税
理
士
会
か
ら

の
お
知
ら
せ

戸
<
p
~

■1
日
税
金
110
番

▽
日
時

1
1
2
月
23
日
因
午
前
10
時
＼
午

●
申
告
書
の
配
布

確
定
申
告
書
は、

H
野
税
務
署
、
市

役
所
1
階
市
民
税
課
、
七
生
支
所
、
豊
田

駅
連
絡
所
に
あ
り
ま
す
（
表
1
参
照
）
。

た
だ
し
、
七
生
支
所
、
豊
田
駅
連
絡

所
に
は
、

一
般
用
と
還
付
用
の
み
で
、

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

●
申
告
書
の
提
出
先

確
定
申
告
書
の
提
出
先
は
、
日
野
税

務
署
で
す
。
申
告
書
は
郵
送
で
提
出
で

き
ま
す
。
ご
自
分
で
申
告
書
を
作
成
さ

れ
た
方
は
、
郵
送
で
提
出
す
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
申
告
書
の
控
に
税

務
署
の
収
受
印
が
必
要
な
方
は
、
提
出

す
る
申
告
書
の
ほ
か
、
「
申
告
書
控」、

「切
手
を
張
っ
た
返
信
用
の
封
筒
」
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
返
信
用

封
筒
に
は
、
住
所
・
氏
名
を
忘
れ
ず
に

書
い
て
く
だ
さ
い
。

▽
郵
送
先

11
日
野
税
務
署
(
〒

191ー

8

5
2
0
住
所
不
要
）

後
4
時

▽
内
容

11
電
話
に
よ
る
税
金
の
無
料
相

談▽
相
談
電
話
番
号

1
1
0
3
.
3
2
2
6
.

1
2
4
0
 

■給
与
所
得
者
の
方
ヘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
還
付
申
告
の
計
算
が
で
き
ま
す

東
京
税
理
士
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
還

付
申
告
計
算
コ
ー
ナ
ー
で
、
給
与
所
得

者
の
方
は
簡
単
な
人
力
で
還
付
申
告
の

計
算
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

▽
ア
ド
レ
ス

11http:/
/w
w
w
.alpha,

w
e
b
.or.jp
¥tozei 

■に
せ
税
理
士
に
こ
注
意
を
！

無
資
格
者
が
税
金
の
相
談
、
申
告
書

の
作
成
を
す
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

税
理
士
は
、
税
理
士
証
票
を
携
帯
し

税
理
士
‘
ハ
ッ
ジ
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

以
上
▽
問
合
せ
先

11
東
京
税
理
士
会

（
烹

0
3
.
3
3
5
6
.
4
4
7
1
)

◎ ともに手をとりうるおいのあるまちに ＿＿
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ケ
ン
ト
紙
で
切
り
出
し
た
部
品
を

和
紙
で
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
、
台
紙
に
糸

で
固
定
し
て
作
り
ま
す
（
写
真
）
。

好
評
い
た
だ
い
て
い
る
こ
の
講
座
、

今
回
は
過
去
2
回
よ
り
少
し
難
し
い

中
級
編
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
初
め
て

の
方
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
日
時

1
1
3
月
3
日
g
.
1
0
日
困
午

後
6
時
30
分
S
8
時
30
分

▽
会
場

11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
講
師

11
中
沢
圭
子
氏
（
折
り
紙
建

築
作
家
）

▽
定
員

1120
人

（先
着
順
）
※

2
回

と
も
出
席
で
き
る
方

▽
費
用

1
1
1
回
500
円
（
材
料
費
）

▽
持
ち
物

11
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
ッ
ト
、

B
野
の
日
然
を

歩
こ
う

歩
く
こ
と
の
必
要
性
・
楽
し
さ
を

実
感
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時

1
1
3
月
7
日
①
午
前
10
時
か

ら
約
2
時
間
※
雨
天
の
場
合
は

3
月

14
日
（
。
中
止
の
決
定
は
午
前
8
時

鉄
筆
、
金
属
製
の
定
規
、
ピ
ン
セ
ッ

ト

（
以
上
は
お
持
ち
の
方
）
、
カ

ッ

▽
申
込
み
先

11
生
活
課

(
6
5
8
1
.
4

I
―_＿一―
h

お
別
れ
会
•
新
人
生

歓
迎
会
を
盛
り
上
げ

る
レ
ク
ゲ
ー
ム

簡
単
に
で
き
て
、

学
校
や
子
ど
も

会
な
ど
の
お
別
れ
会
や
新
入
生
歓
迎

会
に
び

っ
た
り
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
お
教
え
し
ま
す
。

▽
日
時

11
3
月
7
日
①
午
前
9
時
ー

正
午

▽
定
員

11
100
人

（先
着
順）

▽
持
ち
物

11
雨
具
、筆
記
用
具
、
水
筒

▽
費
用

1
1
1
人
50
円

▽
共
催

11
日
野
市
子
ど
も
会
連
合

会、

G
I
N
G
A
、
多
摩
動
物
公
園
、

ひ
の
児
童
館

・

▽
申
込
み
先

11
中
央
公
民
館

(6
581

•
7
5
8
0
)、
ひ
の
児童
館
(6

5
8
1
.
7
6
7
5
)
 

▽
集
合
場
所

11
日
野
中
央
公
園

▽
コ

ー
ス
11
黒
川
清
流
公
園
周
辺
の

約

5
キ
ロ

▽
費
用

11100
円

▽
申
込
み
先

11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

中
高
年
の
た
め
の
気

功

と

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

▽
日
時1
13

月
2

日
火

•
9

日
火

・

2
3日
因•
3
0
日

g
午
後
2

時
ー
3

時
峯

▽
会
場

11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
講
師

11
日
野
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

研
究
会
会
員

▽
定
員

11
30
人
（
先
着
順）

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
を
。

▽
申
込
み
先

11
生
活
課

(6
5
8
1
.
4

1
1
2
)
 

G

扇

m-Pヵ＂＿＿＿―
--3-3-

今
、
中
学
生
の
日
心
い
を
闘

い
て
＇
・
ー
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン

セ

ラ

ー

の

視

点

か

ら

ー

こ
の
と
こ
ろ
、
中
学
生
に
対
す
る

虚
実
取
り
混
ぜ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
習
会
で
は
市

内
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
の
視
点
を
通
し
て
、
大
人
の
思
い

こ
み
で
は
な
い
、
現
実
の
子
供
の
姿

に
近
づ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
H
時

1
1
2
月
23
日
因
午
前
10
時
S

正
午

▽
会
場

11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
講
師

11
古
川
幸
氏

（臨
床
心
理
士

・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

▽
対
象

11
青
少
年
育
成
に
携
わ

っ
て

い
る
方
、
中
学
生
の
保
設
者
ほ
か

▽
定
貝

11
40
人
程
度
（
先
着
順）

▽
申
込
み
先

11
生
活
課

(6581.
4

1
1
2
)
 

ふ
る
さ
と
博
物
館
企
画
コ
ー
ナ
ー
展
講
座

5
時
※
集
合
は
ふ
る
さ
と
博
物
館

9

`
師

11
小
野
田
滋
氏
（
鉄
道
総
合

技
術
研
究
所
主
任
技
師
）

▽
対
象

11
小
4
以
上
※
健
脚
向
き

日膏
鷹

開
催
中
の
企
画
コ

ー
ナ
ー
展

「

日

▽

定

員

1125
人

（先
着
順）

れ
ん
が

野
の
近
代
化
と
赤
煉
瓦
」
に
関
連
し
※
歩
き
や
す
い
服
装
で
参
加
を
。
雨

た
講
座
で
す
。
日
野
駅
周
辺
か
ら
立

天

の
場
合
は
購
演
と
日
野
駅
周
辺
の

川
駅
ま
で
歩
き
、
鉄
道
を
中
心
と
し
見
学
の
み
行
い
ま
す
。

た
煉
瓦
建
造
物
を
見
学
し
ま
す
。

▽
申
込
み

1
1
2
月
16
日
因
か
ら
ふ
る

▽
日
時

11
3
月
6
日
山
午
後
1
時
S

さ
と
博
物
館

(6
5
8
3
.
5
1
0
0
)
へ

1
•
1

・

1
•
I
•
I
•
I
•
I
•
I
•
I
•
I
•
I
•
I
•
I
•
I
•
I
•
I
•
I
•
I
•
1
•
1
•
1
•
1

・

1
•
1
•
1

・

1
•
9
•
9
.
,

．
,
．
,
．

I
•
I
•
1

・

1
•
9
•
9
•
9
•
9
•
9
•
t
•
9
.
t
•
t
•
I
•
1
•
1
•
1
•
1
•
1

・

1
•
I
•
1
•
1

・

1
•
1
•
1
•
1
•
9
.
I
•
I
•
I
•
9
•
t

-

▽
利
用
抽
選
会

11
平
日
分
は
、

毎
月

中

学

校

体

育

施

設

ヽ

1
/墨

30
分

言

場

11
富
士
電
機

体

育

館

第

2
士
曜
日
午
前
9
時

か

ら

テ

ニ

ス

実

践

女

子

短

大

H
I
N
o
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

•
I
n
多
鰤
動
物
公
園
這

員
1
160人コ

ー
ト受
付事
務
所
で
（事前
に
団

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

分

岐

点

が

示

さ

れ

た

コ

マ

地

図

を

▽

費

用

11100
円

体

登

録

を

）

。
土
曜

・
日
曜
日
、
祝

t
▼

mm"mu

頼

り

に

、

動

物

を

見

な

が

ら

問

題

を

▽

申

込

み

1
1
2
月
23
日
因
（
必
着
）

日

分

は

、

毎

月

第

1
月
躍
日
午
後
7

解
い
て
歩
く
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
す
。

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏

時

30
分
か
ら
南
平
体
育
館
で

▽
日
程

11
2
月
19
日
②

▽
日
時

1
1
3
月
7
日
①
午
前
9
時
30

面
に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、

電
話

▽

問

合

せ

先

11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

▽
区
分

・
時
間

11
①
体
育
館
…
午
後

分

S
午
後
0
時
30
分
※
集
合

は

多

摩

番

号
、
年
齢
、
性
別
を
記
入
し
、
日

2
時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
中
学
校）

動
物
公
園
正
門
前
。
小
雨
実
施

野

市

教

育

委

員
会
ス
ポ
ー
ツ

振

興

課

…

3
時
③
校
庭
…
4
時
④
実
践
女
子

▽
対
象

11
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

(
-
T
1
9
1
1
8
6
8
6
住

所

不

要

）

へ

短

期

大

学
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…

7
時

の
方

▽
間
合
せ
先

11
ス

ポ

ー

ツ

振

興

課

▽

会

場

11
市
役
所
5
階
505
会
議
室

i

4

月

か

ら

ナ

イ

タ

ー

開

始

▽

参

加

資

格

11
団
体
登
録
を
し
、
団

体
登
録
証
を
持
参
し
た
高
校
生
以
上

の
方

i品
i

＿
公
園

コ

ー

ト

▼

中

学

校

体

育

施

設

開

放

利

用

団

体

登
録
証
の
更
新
を
お
忘
れ
な
く

団
体
登
録
証
の
有
効
期
限
が
今
年

3
月
31
日
因
で
切
れ
る
団
体
は
、
更

新
書
類
を

3
月
10
日
困
ま
で
に
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

以
上
▽
問
合
せ
先

11
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課

▽
場
所
11
多
摩
平
第

一
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

(
1
S
4
番
コ
ー
ト
）

▽
時
間

11
午
後

5
時
S
9
時
の

2
時

間
単
位
※
季
節
に
よ
り
開
始
時
間
が

異
な
り
ま
す

▽
費
用

1
1
1
千
200
円

（施
股
使
用
料

600
円
、
夜
間
照
明
使
用
料
600
円）

米

米

市
民
競
上
競
技
揚
の
貸
し

切
り
B
を
指
定
し
ま
す

［歩く講座 l

大人も組で遊ぽう

建築

＇胃座
~th紐組～

▽ 25※ 
申日 2 定 会 時 日

▽▽ ▽ ▽附計者セミナー・覇譲を：i

及（土慮?:J:'州1手り自然扇壊がもた
先で以 40生午内
II に上人活
生 予の程・ 2後容生命の危機
活約保度保時講え和ま鏑なしてや思
課を育 -f追 S師 ま し す を 環 よ 本 生 つ 永
ー ゜あ先セ 4 II せた °嗚境う 当 命て遠
云 り 着 ン時別ん 生 環ら問かに‘いで
581 °順夕 表 か活境し題 ゜そ果るあ

2'--" l 参 ゜をとてが様うた自る
4 月 加考調い 警 々でし然と

4
月
か
ら
貸
し
切
り
日
を
指
定
し

ま
す
。
そ
れ
以
外
の
日
や
申
請
の
な

い
日
は

一
般
使
用
で
き
ま
す
。

▽
貸
し
切
り
日

11
4
月
S

9
月
の
第

1
•

第
3
•

第
5

日
曜
日
、
祝
日
※

7
月
S
8
月
は
芝
の
養
生
の
た
め
、

フ
ィ
ー
ル
ド
の
み
閉
場
し
ま
す

▽
使
用
料
11
午
前
6
千
円
、
午
後
8

千
円

▽
申
込
み

1
1
2
カ
月
S
3
日
前
に
市

民
陸
上
競
技
場

(6
5
8
2
.
3
6
7
9
)

ヘ

●生活者セミナー日程表 l 

内容§rt"t疇責髯ミ虞如~：：講師ぷ町和 2
1 

3月3日なぜ自然保護が必要なのか （財）日本生態系協会
‘-’ 

（水）
～つながっている 目厨煉室主田瞑員

いのちのシステム～ 松浦重徳氏

9日1「地球にやさしい」は （財）日本生態系協会

（火）
「ヒトにやさしい」 国際課長

～循環型共生社会への取り組み～ 井上 あや氏

16日環境と調和する生活のために （財）日本生態系協会

（火）l～みんなの環境を 事務局長
みんなでつくる～ 関 健志氏

子
ど
も
会
活
動
な
ど
を
企
画

・
運

営
す
る
時
に
、
知

っ
て
お
く
と
便
利

な
ポ
イ
ン
ト
や
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。

▽
日
程

・
内
容

11
2
月
28
日
①
…
開

講
式
、
企
画
の
立
て
方
／
3
月
7
日

旧
…
目
的
に
合
わ
せ
た
企
画
の
立
て

方
／
14
日
①
・
・運
営
方
法
と
役
割
の

1
日
貞

’f9

「
介
護
保
険
法
と
は

な
ん
だ
ろ
う
」

2
0
0
0
年

4
月
か
ら

「
介
設
保
険
制
度
」
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
高
齢
社
会

の
な
か
で
、
私
た
ち
は
何
を

め
ざ
す
べ
き
か
、
そ
の
全
容

に
迫
り
ま
す
。
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
日
程

・
内
容
・
講
師

11
別

表
参
照

▽
時
間
11
午
後
7
時
＼

9
時

▽
会
場

11
ひ
の
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー

▽
主
催
11
日
野
市
教
育
委
員

会※
資
料
代

(200
円
程
度
）
を

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

表程日座講民市

．
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暉清

□
日
ー

田80[[[

▽
申
込
み
先

11
産
業
振
興
課

倒
産
な
と
に
お
け
る

労

働

者

の

権

利

小
学
生
か
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
宿
題
の
な
い
春
休
み
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
ま
せ
ん
か
。

篇

問

1
1
3
月
20
日
山
S
4
月
2
日

▽
会
場
11
市
内

・
近
隣
の
福
祉
施
設

▽
対
象

11
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

▽
費
用

11
500
円
（
保
険
料
）

※
説
明
会

(
3
月

1
3
H山
午
後
2
時

S
4
時
）
、
報
告
会

(
4
月
3
8
山）

を
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

▽
申
込
み
先
11
日
野
市
社
会
福
祉
協

議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・セ

ン
タ

(
6

含

多
摩
地
域
の
倒
産
件
数
が
、
過
去

最
悪
で
す
。
労
働
者
の
権
利
を
い
か

に
守
る
か
と
い
う
知
識
を
、
こ
の
機

会
に
再
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
・
内
容

11
3
月
4
日
困
・・
・「企

業
買
収
・
分
社
化
」
時
の
労
働
者
の

権
利
／
5
日
②
…

「
倒
産
」
時
の
労

働
者
の
権
利
※

1
日
の
み
の
参
加
も

可▽
時
問

11
午
後
6
時
30
分
S
9
時

▽
会
場1
1
勤
労

•

青
年
会
館
（
豊
田

駅
徒
歩
2
分
）
※
駐
車
場
な
し

2月20日介護保険制度創設で

（土） 医療・福祉はどう変わる？

26日
（金）

I住民参加で介護保険法を生かそう

国民医療研究所
主任研究員
朝日健二氏

3月6日
（土）

1 高齢者福祉～日野で実践する立場から～
地域福祉カフエテリア

嗜口 裕氏

12日行政は高齢者福祉・介護へ 市介護保険準備室

（金）1 どう取り組むのか 1 室長

▽
申
込
み
先

11
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー

(
6
5
8
2
.
3
1
3
6
)

説
明
／
21
日
①
…
発
表
と
ま
と
め

▽
時
間
11
午
前
9
時
30
分

S
正
午
※

3
月
21
日
は
午
後
1
時
S
4
時

▽
会
場
11
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
講
師

11
山
田
斗
志
也
氏
（
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▽
対
象
1
1
1
6
歳
s
3
0
歳
の
市
内
在
住

•

在
勤
・
在学
の
方

▽
定
員

11
30
人

（先
着
順）

▽
申
込
み

11
2
月
25
日
因
ま
で
に
生

涯
学
習
課
ヘ

中
高
年
齢
者
の
た

め
の
就
職
百
人
会

仕
事
を
求
め
て
い
る
方
と
企
業
と

の
集
団
面
接
会
で
す
。

▽
日
時

1
1
2
月

24
日
困
午
後

1
時
＼

4
時

▽
会
場
11
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
八
王

子▽
対
象

11
お
お
む
ね
45
歳
以
上
の
求

職
者

▽
問
合
せ
先
＂
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八

王

子

(6
0
4
2
6
.
2
2
.
8
6
0
9
)

●日野市青年講座日程表

2月24日（水） 自然の中での暮らしが 北極海横断・エコクラブ主宰
叩 7時3吟～9時狛分 呼び覚ますもの・野外活動家高野孝子氏

3月7日（日） 超能力を科学する 立命館大学国際平和ミュージアム
午後6時～8時 ～“なぜ？’'と問う心を大切に館長安斎育郎氏

16日（火） 基本的人権が“基本的に” 子ども人権オンブズマン
午後7時団分～9時3%｝ わかる実践講座 平 清太郎氏

23日（火） 財務の達人がけん玉の 公認会計士・税理士・不動産鑑定士・
午後7時3的t~9時3%｝達人でもある本当の理由 けん玉 6段奥住 壽 氏

ー
目
目

．．
 

21
世
紀
の
歩
き
方

今
年
度
の
日
野
市
青
年
講
座
は
、

4
つ
の
分
野
か
ら
、
新
し
い
世
紀
を

生
き
る
指
針
を
考
え
ま
す
。

▽
日
時

・
内
容
・
講
師
11
別
表
参
照

▽
会
場

11
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
11
市
内
在
住

・
在
勤

・
在
学

の
方

▽
主
催

11
日
野
市
教
育
委
員
会

▽
申
込
み
先
11
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー

(6
5
8
2
.
3
1
3
6
)

ともに手をとりやすらぎのあるまちに

゜



第961号 2/15 一乙釦. 市役所代表電話

TEL.042-585-1111 

＊
障
害
者
プ
ラ
ン
を
つ
く
る
日
野
市

民
の
会

▽
日
時

1
1
2
月
23
日
午
後
7
時
S
9

時
30
分
▽
会
場

11
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
▽
内
容

11
障
害
者
団
体
調
査

（
住
宅
整
備
）
結
果
ほ
か
▽
問
合
せ

先
＂
同
会
事
務
局
（
た
ん
ぽ
ぼ
の
家

・
樋
口

6
5
9
9
.
7
2
9
9
)

＊
神
経
難
病
無
料
検
診
．
療
養
相
談

▽
日
時

1
1
2
月
27
日
午
後
1
時
か
ら

▽
会
場

11
愛
隣
舎
ホ
ー
ル
▽
対
象
II

原
因
不
明
の
筋
肉
の
委
縮
・
脱
力
、

運
動
機
能
の
低
下
等
の
自
覚
症
状
の

あ
る
方
※
専
門
医
が
診
察
▽
申
込
み

先
11
日
野
市
地
域
ケ
ア
研
究
所
・

愛

隣
舎

(
6
5
8
6
.
9
0
5
1
)

＊
日
野
市
民
文
学
会

同
人
誌
17
号
原
稿
募
集

▽
創
作
、
随
筆
、
伝
記
、
童
話
、
詩
、

短
詩
形
文
学
な
ど
の
原
稿
を
募
集
▽

締
め
切
り
日

1
1
4
月
10
日
▽
発
行
II

6
月
上
旬
▽
問
合
せ
先

11
園
部

(
6

•9710) 3
 

8
 

5
 

＊
知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設
「
日

野
青
い
鳥
作
業
所
」
指
導
員
募
集

▽
勤
務

B
時
・
内
容

11
男
性
常
勤
指

導
員
…
月
曜
＼
金
曜
日
午
前
8
時
S

午
後
5
時
／
女
性
非
常
勤
指
導
員
…

週
3
日
午
前
8
時
30
分
＼
午
後
5
時

▽
勤
務
地

11
日
野
青
い
鳥
作
業
所

（
上
田
173)
※
2
月
23
日
午
前
9
時

S
正
午
に
面
接
▽
問
合
せ
先

11
青
い

鳥
作
業
所

(
6
5
8
4
.
1
8
3
7
)

＊
日
野
わ
か
ば
保
育
園
で
1
、
2
歳

健
康
診
断
と
身
体
測
定
・
公
開
保
育

マ
外
来
1
、
2
歳
健
康
診
断
▽
日
時

11
毎
月
第
3
火
曜
日
午
前
9
時
50
分

S
1
1
時
▽
内
容

11
身
体
測
定
と
小
児

科
医
に
よ
る
健
康
診
断
▽
対
象
1
1
1

歳
S

2
歳
児
※
予
約
を

▼
外
来
身
体

測
定
と
公
開
保
育
▽
日
時

11
毎
月
第

3
金
曜
日
午
前
9
時
30
分
S
1
0
時
30

分
▽
対
象

11
乳
幼
児
※
直
接
会
場
へ

以
上
▽
会
場
・
問
合
せ
先

11
同
園

(
6
5
9
3
.
5
5
5
1
)
 

＊
日
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「
中
高
年
向
け
絵
画
教
室
」

文
初
心
者
ク
ラ
ス
▽
日
時

1
1
4
月
か

ら
毎
月
第1
•

第
3

木
曜
日
午
後
ー

時
S

3
時
30
分
▽
定
員

1120
人
※
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選
▼
軽
験
者
ク

ラ
ス
▽
日
時1
1毎
月
第
1

•

第
3

水

曜
日
の
午
前
・
午
後
、
木
曜
日
午
前

の
3
ク
ラ
ス
▽
定
員

11
こ
の
絵
画
教

室
に
未
参
加
の
方
若
干
人

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
会
場
11
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
▽
内
容

11
油

彩
、
水
彩
、
デ
ッ
サ
ン
▽
対
象
1145

歳
以
上
の
市
民
▽
費
用

11
入
会
金
2

千
円
、
月
3
千
300
円
、
材
料
費
年
8

千
円
（
前
・
後
期
で
分
納
）
※
2
月

24
日
午
前
9
時
30
分
か
ら
初
心
者
ク

ラ
ス
、
午
後
1
時
か
ら
経
験
者
ク
ラ

ス
の
説
明
会
▽
申
込
み

1
1
2
月
16
日

S
1
8
日
に
同
セ
ン
タ
ー

(
6
5
8
1
.
8

1
7
1
)

へ

＊
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
▽
日
時

1
1
2
月

4

日
S
3

月
1
8日
の
第
1
•

第
3

木

曜
日
午
後
1
時
30
分
S

3
時
30
分
▽

費
用

1
1
8
千
400
円
マ
押
し
花
ア
ー
ト

▽
日
時

1
1
2
月
9
日
S
3
月
23
日
の

第
2
•

第
4

火
曜
日
午
前1
0時
S

正

午
▽
費
用

1
1
7
千
980
円
※
保
育
あ
り

ヌ
幼
児
無
料
体
験
教
室
▽
日
時

11
親

子
教
室
：
2
月
26
日
午
前
11
時
S
正

午
／
親
子
体
操
…
3
月
1
日
・

6
日

午
前
9
時
40
分
S
1
0
時
40
分
※
申
し

込
み
を
▼
6
月
検
定
受
験
の
た
め
の

3
級
簿
記
講
座
▽
日
時

1
1
3
月
12
日

S

5
月
14
日
の
毎
週
金
曜
日
午
後
7

時
S

9
時
▽
費
用

1
1
2
万
6
千
250
円

<
6手
軽
日
帰
り
ス
キ
ー
▽
日
程

11

3
月
14
日
▽
対
象

11
小
l
以
上
24
人

▽
会
場

11
清
里
キ
ッ
ツ
メ
ド
ウ
ズ
ス

キ
ー
場
▽
費
用

1
1
5
千
775
円
（
交
通

費
、
指
導
料
）

了
春
休
み
＿
輪
車
教

室

▽
日
時
1
1
A
コ
ー
ス
…

3
月
26
日

s
3
0
日
／
B
コ
ー
ス
…
3
月
3
1
H
S

4
月
4
日
※
い
ず
れ
も
午
前
9
時
30

分
S
正
午
▽
対
象
11
小
学
生
各
H
2
0

人
▽
費
用

1
1
1
万
2
千
75
円
※

3
月

22
日
に
事
前
講
習
会
マ
沖
縄
う
り
す

ん
の
旅
S
戦
跡
・
基
地
と
文
化
を
た

す
ね
る
は
問
い
合
わ
せ
を

以
上
、
明
記
の
な
い
も
の
▽
会
場

11
同
セ
ン
タ
ー
マ
甲
込
み
先

11
同
セ

ン
タ
ー

(
6
5
8
2
.
3
1
3
6
)

＊
東
京
ト
フ
ィ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専

門
学
校
ヲ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」

▽
日
時

1
1
2
月
1
8
H
午
後
5
時
30
分

か
ら
と
午
後
7
時
30
分
か
ら
▽
会
場

11
八
王
子
東
急
ス
ク

エ
ア
12
階
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル
▽
テ
ー
マ

11
パ
ズ
ル
▽

問
合
せ
先

11
同
専
門
学
校

(6581.

2
3
4
7
)
 

＊
花
衣
会
の
ひ
な
ま
つ
り

▽
日
時

1
1
2
月
19
日
午
前
10
時
30
分

S
午
後
4
時
▽
会
場

11
程
久
保
地
区

セ
ン
タ
ー
▽
内
容

11
ひ
な
人
形
の
展

は
い
こ

示
※
ウ
サ
ギ
の
這
子
び
な
（
材
料
費

1
対
300
円
）
の
講
習
あ
り
▽
問
合
せ

先

11
青
柳

(
6
5
9
2
.
1
7
6
0
)

＊
新
婦
人
ま
つ
り
「
い
ま
輝
い
て
親

も
子
も
」

▽
日
時

1
1
2
月
21
日
午
前
10
時
30
分

S
午
後
3
時
▽
会
場
11
ひ
の
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
▽
内
容

11
午
前
：
．講
演

「安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
日
野
を

目
指
し
て
」

／
午
後
…
肉
・
野
菜
直

売
、
バ
ザ
ー
ほ
か
▽
講
師

11
丸
岡
玲

子
氏
（
教
育
評
論
家
）
▽
問
合
せ
先

11
新
日
本
婦
人
の
会
（
内
山

6581.

8
5
5
0
)
 

＊
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
リ
バ
テ
ィ
」

の
チ
ャ
リ
テ
イ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

▽
日
時

1
1
2
月
27
日
午
後
6
時
30
分

S

9
時
▽
会
場

11
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
▽
費
用

1
1
1
千
円
※
飲
み
物
付

き
▽
問
合
せ
先

11
阪
田

(
6
5
8
3
.
9

9
8
8
)
 

＊
地
理
・
地
図
・
旅
を
楽
し
む
会

文
つ
月
の
地
図
展
「
海
岸
の
地
形

図」

▽
日
時

1
1
2
月
16
日
S
2
1
日
午

前
10
時
S
午
後
4
時
▽
会
場

11
高
幡

図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▼
地
図
で
楽
し

む
小
さ
な
旅
「
日
本
海
と
日
本
ア
ル

プ
ス
」
▽
日
時

1
1
3
月
13
日
午
後
11

時
S
1
4
日
午
後
8
時
▽
コ
ー
ス

11
束

京
駅
集
合
S
岐
阜
S
高
山
本
線
S
富

山
S
黒
部
川
扇
状
地
S
糸
魚
川
S
南

小
谷
＼
松
本

S
高
尾
駅
解
散
▽
費
用

1
1
6
千
600
円
※

2
月
26
日、

3
月
5

日
午
後
3
時
40
分
か
ら
高
幡
図
書
館

で
説
明
会
▽
申
込
み
先

11
菊
沢

(
6

5
9
.
3
3
7
8
)
 

＊
障
害
者
通
所
訓
練
施
設
「
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
お
ち
か
わ
屋
」
で
給
食
を

作
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か

▽
週
1
回
午
前
10
時
＼
午
後
2
時
に

10
人
分
程
度
の
昼
食
を
作
っ
て
く
だ

さ
る
方
を
募
集
▽
問
合
せ
先

11
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
お
ち
か
わ
屋

(6592.

0
6
0
1
)
 

＊
景
水
会
書
道
展

▽
日
時

1
1
2
月
23
日
S
2
8
日
正
午
S

午
後
6
時
※
27
日
・

28
日
は
午
前
10

時
か
ら
、

28
日
は
午
後
4
時
ま
で
▽

会
場

11
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽

問
合
せ
先

11
栗
城

(
6
5
8
3
.
6
8
1

5
夜
間
）

＊
川
嶋
羮
治
写
真
展
「
光
と
彩
」

▽
日
時

1
1
2
月
27
日
S

3
月
13
日
午

前
10
時
ー
午
後
5
時
※

3
月
1
日
・

8
日
を
除
く
▽
会
場

11
高
幡
図
書
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合
せ
先

11
川
嶋

(
n
5
9
3
.
7
7
8
4
)
 

＊
山
水
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展

▽
日
時

1
1
3
月
2
日
S

7
日
午
前
10

時
S
午
後
5
時
※

7
日
は
午
後
3
時

ま
で
▽
会
場

11
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
▽
問
合
せ
先

11
小
泉

(6581.

3
7
8
1
)
 

＊
木
内
・
小
泉
淡
彩
画
二
人
展

▽
日
時

11
3
月
9
日
＼
14
日
午
前
10

時
＼
午
後
6
時
※

14
日
は
午
後
5
時

ま
で
▽
会
場
11
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
▽
問
合
せ
先

11
小
泉

(6581.

6
7
4
6
)
 

＊
軟
式
野
球
連
盟
・
軟
式
野
球
春
季

大
会
チ
ー
ム
登
録
申
し
込
み

▽
B
時
1
1
2
月
20
日
・

21
日
・

28
日

午
前
10
時
S
午
後
3
時
▽
会
場

11
多

摩
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理
棟
▽
対
象
II

日
野
市
軟
式
野
球
連
盟
主
催
春
季
大

会
参
加
希
望
チ
ー
ム
▽
費
用

11
登
録

料
6
千
円
、
参
加
費
7
千
円
、
互
助

会
費
5
千
円
※
申
込
用
紙
は
市
役
所

5
階
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
あ
り
。

3

月
14
日
に
市
役
所
で
主
将
会
議
（
必

ず
前
記
日
時
に
登
録
を
済
ま
せ
て
出

席
を
）
▽
問
合
せ
先

11
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課

＊
少
年
柔
剣
道
新
入
部
員
募
集

▽
内
容
・
日
時

11
柔
道
…
火
曜
・
木

曜
日
午
後
5
時
S
7
時
／
剣
道
：
．
月

曜
・
水
曜
日
午
後
4
時
S

7
時
▽
会

場
11
日
野
警
察
署
内
道
場
▽
対
象
II

市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
※
先
着
順

▽
申
込
み

1
1
2
月
16
日
S
3
月
6
日

に
日
野
警
察
署
少
年
係

(
6
5
8
6
.
o

l
l
o
)

へ

＊
日
野
市
サ
ッ
カ
ー
連
盟
・
加
入
チ

ー
ム
募
集

▽
対
象
1118
歳
以
上
と

35
歳
以
上
の

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
で
構
成
さ

れ
た
チ
ー
ム
若
干
数
▽
申
込
み

1
1
2

月
26
日
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ヘ

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
書
類
選
考

＊
日
野
福
祉
の
学
校
（
全
6
回）

▽
日
時

1
1
2
月
27
日
午
後
2
時
か
ら

▽
会
場

11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
▽

内
容
＂
（
第

1
回
）
現
在
の
高
齢
者

福
祉
の
課
題
と
介
設
保
険
制
度
の
概

要
▽
講
師

11
石
川
満
氏
▽
費
用

11800

円
▽
申
込
み
先

11
福
祉
の
学
校
事
務

局
（
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
内
6

8
2
.
3
1
3
6
)
 

5
 

＊
歎
異
抄
を
読
む
会

▽
日
時

1
1
2
月
27
日
午
後
6
時
30
分

¥
9
時
▽
会
場

11
中
央
公
民
館
▽
問

合
せ
先

11
花
岡

(6
5
9
2
.
4
1
8
8
)

＊
日
野
の
歴
史
と
地
理
を
学
ぷ
会
・

連
続
講
座
「
死
者
が
語
る
戦
争
」

④

▽
日
時

1
1
2
月
28
日
午
後
1
時
30
分

S
4
時
▽
会
場

11
中
央
公
民
館
▽
内

容
II
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
線

S
ビ
デ
オ

「
螢
の
木
」
を
見
る
▽
講
師

11
小
松

良
郎
氏
▽
費
用

11300
円
▽
問
合
せ
先

11
松
尾

(6
5
9
1
.
2
5
6
6
)

＊
気
功
と
軽
体
操
講
習
会

▽
日
時

1
1
3
月
4
日
・

11
日
午
後
1

時
30
分
＼
3
時
30
分
▽
会
場

11
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
対
象

11
中
高
年

の
方
▽
費
用

1
1
1
回
500
円
▽
持
ち
物

11
バ
ス
タ
オ
ル
▽
問
合
せ
先

11
南
雲

(
6
5
9
1
.
7
2
6
3
)
 

＊
手
話
ダ
ン
ス
講
習
会

▽
日
程
・
会
場

1
1
3
月
1
0
8
.
3
1
日、

4
月
7
日
…
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
／

3
月
17
日
・
・
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
時
間

11
午
後
1
時
30
分
9
3
時
30

分
▽
内
容
11
歌
詞
を
手
話
で
表
現
し
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む

※
会
員
募
集
中
▽
費
用

1
1
1
回
300
円

▽
持
ち
物

11
上
履
き
▽
間
合
せ
先
II

日
野
カ
ペ
ラ
（
黒
田

6
5
8
1
.
2
6
9

2
)
 

＊
日
帰
り
温
泉
同
好
会
「
わ
く
わ
く

会」▽
中
央
自
動
車
道
を
利
用
し
て
山
梨

方
面
の
温
泉
に
行
く
メ
ン
バ

ー
を
募

集
▽
対
象

11
健
康
な
方
※
費
用
等
は

問
い
合
わ
せ
を
▽
問
合
せ
先

11
野
田

(
6
5
9
1
.
5
9
2
5
)
 

＊
女
声
コ
ー
ラ
ス
「
あ
ん
だ
ん
て
」

▽
月
3
回
月
曜
日
午
前
10
時
5
正
午

に
多
摩
平
団
地
中
央
集
会
所
か
同
西

集
会
所
で
▽
費
用

11
月
1
千
500
円
※

初
心
者
歓
迎
。
見
学
随
時
▽
問
合
せ

先
11
本
多

(
6
5
8
4
.
4
3
4
7
)

＊
書
道
「
起
筆
会
」

▽
毎
月
第2
•

第
4

火
曜
日
午
後6

時
30
分
5
8
時
30
分
に
湯
沢
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
▽
費
用

11
入
会
金

1
千

冬
の
風
物
詩
”
ど
ん
ど
焼
き
“
が
、

1
月
15
日
滝
合
小
で
行
わ
れ
ま
し
た

（
写
真
）

。

「
平
山
ど
ん
ど
焼
き
保
存
会
」
の

主
催
で
、
今
年
は
「
環
境
に
や
さ
し三

1
年
の
無
事
を
祈
っ
て
…

と
ん
こ
焼
さ
行
わ
れ
る

円
、
月
2
千
円
▽
問
合
せ
先

11
中
村

(n
593
.
9
5
5
7
)
 

＊
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

「
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ラ
ビ
ッ
ト
」

▽
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
15
分
S

8

時
45
分
に
五
小
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど

で
▽
費
用

11
月
2
千
500
円
▽
持
ち
物

11
バ
ス
タ
オ
ル
、
上
履
き
▽
問
合
せ

先
11
金
子

(
6
5
8
2
.
1
0
2
7
)

＊
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
「
五
季
会
」

▽
月
4
回
土
曜
日
午
前
10
時
＼
正
午

に
湯
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
▽
対
象
II

男
性
、
ペ
ア
（
経
験
者
）
※
指
導
あ

り
▽
費
用

11
入
会
金
2
千
円
、
月
3

千
円
▽
問
合
せ
先

11
佐
藤

(6591.

4
6
8
0
)
 

＊
男
声
合
喝
団
「
エ
ル
デ
」

▽
毎
週
土
曜
日
午
後
7
時
S

9
時
30

分
に
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

▽
内
容

11
多
田
武
彦
の
ほ
か
、

三
善

晃
の
繊
細
な
和
音
な
ど
に
挑
戦
▽
対

象
11
男
性
※
経
験
・
年
齢
不
問
▽
費

用
11
月
3
千
円
※
衣
装
代
、
楽
譜
代

別
▽
問
合
せ
先

11
市
原

(
6
5
8
3
.
8

1
1
9
)
 

＊
女
性
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

教
室

▽
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
S
1
1
時
30

分
に
至
誠
館
道
場
（
程
久
保
）
で
▽

費
用

11
入
会
金
3
千
円
、
月
2
千
500

円
▽
問
合
せ
先

11
高
橋

(
6
5
9
1
.
7

9
4
1
)
 

＊
琴
「
は
ま
や
ら
わ
」

▽
月
2
回
金
曜
日
午
前
10
時
＼
正
午

に
会
員
宅
（
落
川
）
で
▽
内
容

11
琴

を
歌
、
踊
り
に
合
わ
せ
て
楽
し
み
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
生
か
す
▽
費

用
11
月
3
千
円
※
初
心
者
歓
迎
。
貸

し
琴
あ
り
▽
問
合
せ
先

11
大
南

(
6

翌
3
1
5
6
)

5
 

＊
ブ
リ
ッ
ジ
練
習
会

▽
毎
月
第2
•

第
4

金
曜
日
午
後
ー

時
S

5
時
に
中
央
図
書
館
な
ど
で
▽

対
象
11
初
級
程
度
以
上
▽
費
用

11
月

1
千
円
▽
問
合
せ
先

11
平
林

(6586

•7

464) 
＊
社
交
ダ
ン
ス
「
ピ
ュ
ア
豊
田
」

▽
月
4
回
月
曜
日
午
後
1
時
＼
4
時

に
八
王
子
信
用
金
庫
日
野
支
店
な
ど

で
▽
費
用

11
入
会
金
1
千
円
、
月
2

千
円
※
初
心
者
歓
迎
▽
問
合
せ
先
II

豊
田

(6
5
8
1
.
5
7
1
3
午
後
7
時

以
降
）

＊
中
国
健
康
体
操
「
花
架
拳
日
野
」

▽
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
ー
11
時
30

分
に
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

▽
内
容
＂
花
架

拳
と
練
功
十
八
法
、

や
さ
し
い
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
▽
対
象

11
女
性
10
人
▽
費
用

11
月
3
千
円
※

動
き
や
す
い
服
装
で
▽
問
合
せ
先
II

峯
岸

(6
5
8
1
.
7
5
8
3
)

＊
社
交
ダ
ン
ス
「
ひ
ま
わ
り
」

▽
毎
週
金
曜
日
午
後
1
時
ー
3
時
に

湯
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

▽
対
象

11
経
験
者
▽
費
用

11
入
会
金

1
千

円
、
月
3
千
500
円
※
プ
ロ
の
指
導
あ

り
▽
問
合
せ
先

11
横
野

(
6
5
9
2
.
8

4
0
3
)
 

ま
ち
の
話
題

い
」
を
テ
ー
マ
に
、
大
気
汚
染
に
つ

な
が
る
ビ
ニ
ー
ル
類
な
ど
は

一
切
燃

や
さ
な
い
こ
と
を
徹
底
し
ま
し
た
。

家
族
連
れ
な
ど
の
参
加
者
は
、

し
の

竹
に
刺
し
た
繭
玉
と
ミ
カ
ン
を
火
や

煽
に
あ
ぶ
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に

1
年
の
家
内
安
全
・
無
病
息
災
を
願

っ
て
い
ま
し
た
。

。
ともに手をとり夢のあるまちに 一
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伸びゆく日野市写真コンクール

人貨作品を属ぷします

◄ ▲今回のコンクール入賞作品から

段
の
な
に
げ
な
い
光
景
を
写
し
た
作
品

か
ら
美
し
い
四
季
折
々
の
街
の
姿
、
市

内
の
行
事
に
打
ち
込
む
人
々
な
ど
、
様

々
な
題
材
に
わ
た
り
力
作
ぞ
ろ
い
で

す
。今

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
日
野
市
の
風

景
を
発
見
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
1
1
2
月
16
日
因
＼
25
日
因

▽
会
場
11
市
役
所
1
階
巾
民
ホ
ー
ル

▽
展
示
作
品
11
推
薦
、
特
選
、
入
選
、

佳
作
、
特
別
賞
の
各
作
品

▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
観
光
協
会
（
市

産
業
振
興
課
内
）

計
ん
な
―

の
児

ィ李

市
内
の
各
児
童
館
で
春
の
ハ
イ
キ
ン

グ
を
行
い
ま
す
。
お
友
達
と

一
緒
に
出

掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
ひ
ら
や
ま
児
童
館

(6
5
9
2
.
6
8
ー

l
)
 

▽
日
時
1
1
3
月
13
日
山
午
前
9
時
＼
午

後
4
時

▽
行
き
先
11
多
摩
六
都
科
学
館
（
田
無

市）▽
テ
ー
マ
11
向
井
さ
ん
の
よ
う
に
、
ス

詈4
 

鼻
‘一

、‘
ゞ

ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
を
体
験
し
よ
う

＼

▽
費
用
11740
円

▽
行
き
先
11
七
生
丘
陵
東
散
策
コ
ー
ス

◆
も
ぐ
さ
だ
い
児
童
館

(6
5
9
1
.
7
0

と
百
草
園

0
1
)

▽
テ
ー
マ
11
探
検
！
私
た
ち
の
ま
ち

午

▽

費

用

11
100
円

、ー
、

▽
日
時
11
3

月
13
日
土
午
前
9
時
＼

,1
¥
 

後
4
時

●
あ
さ
ひ
が
お
か
児
童
館

(6
583
.
4

▽
行
き
先
11
多
摩
六
都
科
学
館

3
4
6
)

▽
テ
ー
マ
11
月
面
遊
泳
と
日
本
最
大
級
▽
日
時
1
1
3
月
13
日
山
午
前
8
時
30
分

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

を

体

験

し

よ

う

ー

午

後

4
時

▽
費
用
11950
円

▽

行

き

先

11
ト
ト
ロ
の
森
（
東
村
山
市
）

◆
ひ
の
児
菫
館

(6
5
8
1
.
7
6
7
5
)
と

▽
テ
ー
マ
11
わ
く
わ
く
ハ
イ
キ
ン
グ
・

◆
し
ん
め
い
児
童
館

(6
5
8
3
.
6
5
8

モ
ノ
レ
ー
ル
に
の

っ
て
ト
ト
ロ
の
森
へ

8
)
合
同

行
こ
う

▽
日
時
1
1
3
月
13
日
山
午
前
9
時
30
分

▽

費

用

11
600
円

＼
午
後
4

時

♦
♦

▽
行
き
先
11
昭
和
記
念
公
園
（
立
川
市
）
以
上
、
各
館
と
も
▽
対
象
11
小
学
ー

▽
テ
ー
マ
11
ひ
の
＆
し
ん
め
い
げ
ん

年
生
以
上

き

森

も

り

ハ

イ

キ

ン

グ

▽

定

員

1130
人
（
先
着
順）

▽
費
用
11
240
円

▽

申

込

み

1
1
2
月
15
日
①
か
ら

◆
み
さ
わ
児
童
館

(
6
5
9
1
.
3
4
5
6
)

※
事
前
に
子
ど
も
向
け
の
説
明
会
有

▽
日
時
1
1
3
月
13
日
山
午
前
9
時
30
分
り
。
詳
細
は
各
児
童
館
へ
お
問
い
合
わ

＼
午
後
4
時

せ

く

だ

さ

い

。

5
ー

ー

、

、
E
y

A

、
¥
tも

寸
ビ

y
Lも
ゞ
r
y
Aし
ゞ
g
y
A,

§`
{
l

状
で
お
送
り
し
た
案
内
状
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
な
お
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。
お
早
め
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

▽
配
布
日
時
1
1
2
月
28
日
（
ま
で
の
午

前
10
時
ー
午
後
4
時
30
分

▽
配
布
場
所
11
市
役
所
5
階
生
涯
学
習

課
、
高
幡
図
書
館
（
生
涯
学
習
課
は
士

曜
・
日
曜
日
、
高
幡
図
書
館
は
月
曜
日

を
除
く
）

▽
問
合
せ
先

11
生
涯
学
習
課

成
人
式
に

参
加
で
き
な
か
っ
た
方
へ

記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
す

今
年
の
成
人
式
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
方
へ
記
念
品
（
オ
リ
ジ
ナ
ル

C
D
)

を
お
渡
し
し
ま
す
。

当
初
、
式
の
参
加
者
の
み
の
配
布
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
好
評
に
つ
き
追
加

注
文
し
ま
し
た
。
ご
希
望
の
方
は
年
賀

〗喜，
今
月
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
4
期）、

国
民
健
康
保
険
税
（
第
6
期
）
の
納
期
で
す
。

納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
の
こ
利
用
を

案内図

野
廷館

8
野
の
歴
史
と
民
俗
、

女
性
セ
ン
タ
ー
の
コ
ラ
ム
は

3
面
に
掲
載
し
ま
す
。

「
伸
び
ゆ
く
日
野

市
写
真

コ
ン
ク
ー

ル
」
の
入
賞
作
品
が

2
月
16
日
因
か
ら
25

日
困
ま
で
市
役
所
ー

階
市
民
ホ
ー
ル
で
展

示
さ
れ
ま
す
。

日
野
市
観
光
協
会

主
催
の
こ
の
コ
ン
ク

ー
ル
は
今
年
32
回
目

を
迎
え
、

今
回
も
た

く
さ
ん
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

展
示
作
品
は
、
普

地
域
振
興
券
を
取
り
扱
う
に
は
、
市

に
特
定
事
業
者
と
し
て
登
録
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

2
月
26
日
②
ま
で
市
内
の
事
業
者
を

募
集
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
店

舗
・
事
業
所
で
地
域
振
興
券
を
利
用
で

き
る
よ
う
広
範
な
業
種
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

▽
登
録
期
間
1
1
2
月
1
5
B
叩
ー
26
日
②

午
前
9
時
ー
午
後
5
時
※
土
曜
・
日
曜

H
を
除
く

▽
会
場
11
東
京
都
新
都
市
建
設
公
社
旧

第
五
下
水
道
事
務
所
（
多
摩
平
7
の
23

の
2
・
日
野
市
商
工
会
館
西
隣
※
案
内

図
参
照
）

一

▽
対
象
業
種

11
小
売
業
、
飲
食
業
、
洗

濯
・
理
容
業
、
旅
館
、
医
療
等
の
各
種

サ
ー
ビ
ス
業
及
び
運
輸
・
通
信
業
等

▽
対
象
事
業
者
11
市
内
に
店
舗
・
事
業

所
の
あ
る
法
人
ま
た
は
個
人
事
業
者

▽
持
ち
物

11
①
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も

の）

②
振
り
込
み
先
の
預
金
通
帳
ま
た

は
口
座
番
号
を
確
認
で
き
る
も
の
※
代

表
者
と
口
座
名
義
人
が
異
な
る
場
合
は

委
任
状
が
必
要
③
事
業
の
確
認
が
で
き

る
書
類
（
営
業
許
可
証
の
写
し
な
ど
）

※
店
舗
・
事
業
所
で
預
か
っ
た
地
域
振

興
券
の
処
理
や
換
金
方
法
等
に
つ
い
て

は
、
会
場
で
資
料
を
配
布
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
特
定
事
業
者
登
録
専
用

電
話

(6
5
8
1
.
8
2
0
0
)
※
土
曜

・

日
曜
日
を
除
く
2
月
26
日
ま
で

日
野
市
商
工
会
で

＿
特
定
事
業
者
登
録
説
明
会

日
野
市
商
工
会
で
は
、
地
域
振
興
券

特
定
事
業
者
の
登
録
説
明
会
を
行
い
ま

す
。
市
内
事
業
者
の
方
は
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
B
時
1
1
2
月
19
日
面
午
後
7
時
か
ら

▽
会
場

11
日
野
市
商
工
会
館
（
多
摩
平

7
の
23
の
23)

▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
商
工
会

(6581

.
3
6
6
6
}
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▽
マ
カ
オ
の
歴
史
ー
南
蛮
の
光
と
影

東
光
博
英
大
修
館
書
店

▽
他
力
五
木
寛
之
講
談
社

▽
花
へ
ん
ろ
風
信
帖
早
坂
暁
新
潮

社▽
贈
り
も
の
ダ

ニ
エ
ル
・
ス
テ
ィ
ー

ル
ア
カ
デ
ミ
ー
出
版

（
中
央
図
書
館
6
5
8
1
.
7
3
5
4
)
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層
言
亨
言
胄

地
域
振
興
券
を
取
り
扱
う
特
定
事
業
者
の
登
録
を


